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は　

じ　

め　

に

明
代
は
宦
官
の
勢
力
が
拡
大
し
た
時
代
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中

国
で
は
杜
婉
言
氏
、
余
華
青
氏
、
王
春
瑜
氏
ら
が
宦
官
制
度
史
の
研
究
の
中
核
を

な
し
て
お
り
、
諸
氏
の
研
究
で
は
明
代
は
中
央
に
お
け
る
宦
官
二
十
四
衙
門
の
設

置
や
宦
官
の
職
務
の
多
さ
か
ら
、
宦
官
制
度
史
史
上
他
に
類
を
見
な
い
時
代
と
評

価
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
明
代
の
宦
官
の
職
務
が
拡
大
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

宮
廷
の
外
へ
差
遣
さ
れ
る
宦
官
の
存
在
で
あ
る
。
監
察
、
監
軍
、
徴
税
な
ど
様
々

な
任
務
を
負
っ
た
宦
官
が
各
地
へ
派
遣
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
市
舶
司
に

派
遣
さ
れ
た
市
舶
太
監
や
、
九
辺
鎮
を
は
じ
め
と
す
る
要
衝
に
派
遣
さ
れ
、
軍
の

監
督
を
行
っ
た
鎮
守
太
監
は
、
現
在
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。 
朝

貢
体
制
の
堅
持
と
、
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
に
対
す
る
防
備
は
明
一
代
を
通
じ
て
重
要
な

政
治
課
題
で
あ
り
、
市
舶
司
、
九
辺
鎮
を
始
め
と
す
る
軍
事
拠
点
に
派
遣
さ
れ
た

宦
官
の
存
在
は
、
朝
貢
体
制
や
辺
防
に
お
い
て
も
無
視
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
。

本
稿
が
取
り
上
げ
る
市
舶
太
監
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
唯
一
の
専
論
は
、
中
国

の
王
川
氏
に
よ
る
『
市
舶
太
監
与
南
海
貿
易
│
広
州
口
岸
史
研
究
』（
人
民
出
版

社　

二
〇
一
〇
年
）
だ
け
で
あ
る
が
、
単
発
の
論
文
は
複
数
見
ら
れ
る
）
2
（

。
中
国
で

の
市
舶
太
監
の
評
価
は
、
市
舶
司
が
司
る
朝
貢
体
制
と
、
萌
芽
し
始
め
た
民
間
海

外
貿
易
の
発
展
を
阻
害
し
た
の
が
市
舶
太
監
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
お
お
か
た
集

約
さ
れ
、
宦
官
制
度
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
市
舶
太
監

の
詳
細
な
職
務
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
そ
の
弊
害
を
説
い
た
史
料
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
事
や
、
明
末
の
徴
税
を
目
的
に
各
地
へ
派
遣
さ
れ
た
税
監
を
市
舶
太
監

と
同
一
視
し
て
論
じ
て
い
る
事
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
日
本
で
の
市
舶
太
監
の
研
究
は
ま
だ
な
い
が
、
市
舶
太
監
と
同
様
に
宮

廷
の
外
へ
派
遣
さ
れ
た
鎮
守
太
監
の
研
究
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
野
田
徹
氏
は
、

宦
官
の
職
務
を
整
理
分
類
し
、
鎮
守
太
監
の
職
掌
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ

と
で
、
明
代
の
宦
官
制
度
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
宦
官
が
古
来

職
務
と
し
て
き
た
皇
帝
や
皇
妃
の
衣
食
住
、
物
品
管
理
、
門
番
な
ど
を
内
務
職
、

そ
れ
以
外
の
職
を
特
務
職
と
し
、
特
務
職
を
さ
ら
に
監
察
、
監
軍
、
徴
税
の
三
種

類
に
分
類
し
た
う
え
で
、
鎮
守
太
監
は
監
軍
、
鉱
税
・
織
造
・
焼
造
・
珠
池
太
監

と
市
舶
太
監
は
徴
税
の
担
当
官
で
あ
っ
た
と
し
た
）
3
（

。
こ
こ
で
は
、
宮
廷
外
へ
差
遣

さ
れ
た
宦
官
の
職
務
内
容
と
と
も
に
、
派
遣
の
形
態
に
も
着
目
し
て
、
市
舶
太
監

を
分
析
し
、
明
代
の
宦
官
制
度
の
特
徴
を
提
示
し
た
い
。

明
代
市
舶
太
監
の
創
設
と
そ
の
変
遷
│
嘉
靖
期
の
裁
革
と
税
監
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て

大　

川　
　

沙　

織
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史　　　窓

第
一
章　

市
舶
太
監
制
度
の
創
出
と
朝
貢
貿
易
監
視
体
制

第
一
節　

明
初
の
宦
官
政
策
と
市
舶
太
監
の
派
遣
形
態

洪
武
年
間
（
一
三
六
八
〜
一
三
九
八
）
は
、
宦
官
が
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
が

厳
し
く
禁
じ
ら
れ
、
皇
帝
自
ら
が
宦
官
の
使
用
に
慎
重
で
あ
っ
た
反
面
、
い
わ
ゆ

る
宦
官
二
十
四
衙
門
が
徐
々
に
そ
の
形
を
整
え
て
い
っ
た
時
期
に
当
た
る
。
ま
た
、

宦
官
の
外
差
の
例
も
散
見
さ
れ
、
宦
官
の
派
遣
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

永
楽
期
に
道
を
つ
け
た
時
期
で
も
あ
ろ
う
。

す
で
に
、
呉
元
年
（
一
三
六
七
）
に
は
、
内
使
監
、
皇
門
官
が
設
置
さ
れ
、
こ

こ
か
ら
宦
官
衙
門
の
編
成
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
宦
官
の
主
た
る
役
所
と
な

る
内
使
監
に
は
、
監
令
正
四
品
、
丞
正
五
品
、
奉
御
従
五
品
、
内
使
正
七
品
、
典

簿
正
八
品
の
品
階
が
設
定
さ
れ
た
。
後
に
、
内
使
監
に
加
え
て
、
御
用
監
が
増
設

さ
れ
た
。
品
階
も
、
監
令
正
三
品
、
丞
従
三
品
、
奉
御
正
六
品
、
典
簿
正
七
品
と
、

奉
御
以
外
の
官
の
品
階
が
以
前
よ
り
高
く
な
っ
た
。
同
時
に
、
尚
宝
兼
守
殿
、
尚

冠
、
尚
衣
、
尚
佩
、
尚
履
、
尚
薬
、
紀
事
等
の
職
務
に
奉
御
が
あ
て
ら
れ
た
）
4
（

。
洪

武
二
年
に
は
、
内
使
監
に
奉
御
を
六
十
名
置
く
と
改
め
ら
れ
、
尚
冠
、
尚
衣
な
ど

の
職
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
尚
宝
兼
守
殿
を
は
じ
め
と
す
る
皇
帝
の
身
の

回
り
の
世
話
を
焼
く
役
職
が
、
内
使
監
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

時
、
尚
酒
、
尚
醋
、
尚
麺
、
尚
染
の
四
局
と
御
馬
、
御
用
の
二
司
も
置
か
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
）
5
（

。
洪
武
四
年
、
吏
部
に
命
じ
て
内
使
監
を
は
じ
め
と
す
る
宦
官
の
品

階
を
定
め
た
。
内
使
監
令
は
正
五
品
に
、
尚
宝
奉
御
は
従
六
品
に
、
以
下
、
尚
冠
、

尚
衣
、
尚
佩
、
尚
履
、
尚
薬
、
紀
事
、
執
膳
、
司
脯
、
司
香
、
太
廟
司
香
、
涓
潔

の
十
一
の
奉
御
は
正
七
品
と
な
っ
た
）
6
（

。

い
わ
ゆ
る
宦
官
二
十
四
衙
門
、
十
二
監
、
四
司
、
八
局
と
い
う
機
構
の
う
ち
、

内
官
監
、
神
宮
監
、
尚
宝
監
、
尚
衣
監
、
尚
膳
監
、
司
設
監
、
司
礼
監
、
御
馬
監
、

直
殿
監
の
九
監
を
設
置
し
た
の
が
、
洪
武
十
七
年
で
あ
る
）
7
（

。
当
時
は
、
内
官
監
が

そ
の
他
の
宦
官
衙
門
を
統
轄
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
洪
武
二
十
八
年
に
印
授

監
、
孝
陵
神
宮
監
の
二
監
が
増
設
さ
れ
、
各
監
に
太
監
正
四
品
一
人
、
左
右
少
監

各
従
四
品
各
一
人
、
左
右
監
丞
正
六
品
各
一
人
、
長
随
、
奉
御
正
六
品
を
置
い
た
）
8
（

。

洪
武
三
十
年
に
は
、
先
の
十
一
監
に
都
知
監
が
加
え
ら
れ
て
「
十
二
監
」
が
完
成

し
た
ほ
か
、
監
丞
は
正
五
品
の
官
に
な
っ
た
）
9
（

。
司
礼
監
が
宦
官
機
構
の
頂
点
に
立

ち
、
そ
の
他
の
宦
官
の
衙
門
を
統
轄
し
て
い
く
の
は
、
少
な
く
と
も
宣
徳
期
（
一

四
二
六
〜
一
四
三
四
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
）
10
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
内
廷
で
の
宦

官
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
宦
官
の
外
差
も
行
わ
れ
は
じ
め
る
）
11
（

。

ま
ず
、
洪
武
期
に
見
ら
れ
た
の
が
、
琉
球
、
占
城
な
ど
諸
外
国
へ
の
出
使
で
あ

る
。
当
時
、
明
は
近
隣
諸
外
国
に
対
し
て
積
極
的
に
入
貢
を
促
し
て
い
た
。
洪
武

十
五
年
琉
球
の
中
山
王
が
入
貢
し
、
そ
の
使
節
が
帰
国
す
る
の
を
送
せ
て
お
り
、

ま
た
三
山
の
王
が
覇
権
を
争
っ
て
交
戦
状
態
に
な
っ
た
時
も
、
内
使
監
丞
梁
民
を

遣
わ
し
、
そ
の
仲
裁
を
さ
せ
て
い
る
。
洪
武
十
九
年
、
二
十
年
に
は
宦
官
に
占
城

の
朝
貢
使
節
を
見
送
ら
せ
た
り
、
は
な
む
け
の
宴
席
を
設
け
、
帰
国
の
旅
費
を
与

え
さ
せ
た
り
し
て
い
る
）
12
（

。

明
は
洪
武
七
年
に
、
倭
寇
が
跳
梁
す
る
中
、
明
州
（
浙
江
）、
泉
州
、
広
東
の

三
市
舶
司
を
廃
止
し
て
い
る
。
廃
止
さ
れ
た
明
極
初
の
市
舶
司
は
、
宋
元
時
代
の

そ
れ
と
同
じ
く
民
間
貿
易
を
管
理
す
る
も
の
で
、
朝
貢
使
節
の
応
対
を
す
る
役
割

は
担
っ
て
い
な
い
も
の
の
）
13
（

、
市
舶
司
が
廃
止
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
、
民
間
貿
易
と

朝
貢
使
節
が
厳
し
く
分
け
ら
れ
る
状
況
下
で
、
朝
貢
国
の
接
待
に
宦
官
が
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
他
散
見
さ
れ
る
の
は
、
軍
事
行
動
の
監
視
や
交
易
を
任
さ
れ
た
宦
官
で
あ
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洪
武
期
の
宦
官
政
策
が
、
永
楽
期
に
も
引
き
継
が
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市

舶
太
監
は
、
市
舶
提
挙
使
が
掌
る
朝
貢
と
そ
れ
に
伴
う
貿
易
を
監
視
監
督
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
降
、
嘉
靖
二
十
六
年
ご
ろ
（
一
五
九
八
ご
ろ
）
に
市

舶
司
を
兼
任
し
た
鎮
守
太
監
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
市
舶
太
監
は
断
続
的
に
差
遣

さ
れ
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

外
差
さ
れ
た
宦
官
に
は
、
市
舶
太
監
の
他
に
、
地
方
の
軍
事
を
司
っ
た
鎮
守
太

監
が
あ
り
、
永
楽
末
か
ら
宣
徳
初
期
に
か
け
て
常
設
化
さ
れ
た
）
19
（

。
北
辺
を
は
じ
め

と
す
る
要
害
の
地
に
は
す
で
に
鎮
守
総
兵
官
な
ど
の
武
官
が
配
置
さ
れ
お
り
、
そ

こ
へ
さ
ら
に
宦
官
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宣
德
五
年
（
一
四
三
〇
）
以
降
は

文
官
で
あ
る
巡
撫
も
派
遣
さ
れ
、
鎮
守
総
兵
官
、
鎮
守
太
監
、
巡
撫
の
三
者
が
並

立
す
る
体
制
が
で
き
た
）
20
（

。
市
舶
司
が
置
か
れ
た
浙
江
・
福
建
・
広
東
で
は
、
市
舶

太
監
と
鎮
守
太
監
の
両
者
は
関
係
が
深
い
ポ
ス
ト
で
、
兼
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し
く
ふ
れ
た
い
。

正
統
（
一
四
三
六
〜
一
四
四
九
）
以
降
は
、
採
造
（
宮
廷
内
の
調
度
品
の
調

達
）
21
（

）
の
為
に
宦
官
が
多
数
宮
廷
の
外
へ
と
派
遣
さ
れ
る
他
、
珠
池
の
監
守
、
商
税

の
徴
収
を
行
う
宦
官
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
税
監
と
い
う
。
特
に
万

暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
一
九
）
に
各
地
へ
大
量
に
派
遣
さ
れ
た
税
監
は
、

「
市
舶
」
や
鉱
税
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
民
衆
か
ら
苛
斂
誅
求
し
た
の
で
、
民
変
が

起
こ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
宦
官
制
度
史
の
先
行
研
究
で
は
、
万
暦
年
間
の
税
監
で

「
市
舶
」
に
関
わ
っ
た
宦
官
も
市
舶
太
監
と
み
な
し
て
論
じ
る
こ
と
が
多
い
）
22
（

。
た

だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
宦
官
の
派
遣
形
態
と
目
的
か
ら
再
考
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

市
舶
太
監
の
職
掌

市
舶
太
監
と
し
て
各
地
の
市
舶
司
へ
赴
任
し
た
宦
官
は
、
内
廷
の
宦
官
衙
門
に

る
。
例
え
ば
、『
弇
山
堂
別
集
』
中
宦
考
巻
一
に
、

洪
武
二
十
五
年
二
月
己
丑
、
尚
膳
太
監
而
聶
、
司
礼
監
太
監
慶
童
を
遣
り
て

勅
を
齎
し
、
往
き
て
陝
西
河
州
等
衛
所
の
番
族
を
諭
さ
し
め
、
其
れ
を
し
て

馬
を
輸
せ
し
め
、
茶
を
以
て
こ
れ
に
給
う
）
14
（

。

と
い
う
史
料
が
見
え
る
。
ま
た
、『
国
榷
』
巻
六
に
は
、

洪
武
十
一
年
十
月
庚
子
朔
戊
申
、
内
臣
呉
誠
を
遣
り
て
総
兵
官
指
揮
楊
仲
名

の
行
営
に
詣
ら
し
め
、
方
略
を
観
さ
し
む
。

と
い
う
よ
う
に
、
外
差
の
宦
官
ら
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。

こ
の
ほ
か
、
宦
官
は
士
人
と
共
に
差
遣
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
洪
武
十
年
に

は
、
商
税
を
定
額
ど
お
り
に
収
め
て
い
な
い
地
域
が
一
七
八
ヶ
所
あ
る
と
の
戸
部

の
上
奏
に
、
宦
官
、
国
子
監
監
生
、
戸
部
の
委
官
の
三
人
を
派
遣
し
、
そ
の
実
態

を
調
査
さ
せ
、
定
額
を
取
り
決
め
る
よ
う
に
と
命
が
下
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
こ
の
よ
う

に
士
人
と
共
に
派
遣
す
る
形
態
を
と
る
も
の
は
、
宦
官
に
官
僚
の
行
動
を
監
視
さ

せ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

洪
武
年
間
の
宦
官
の
差
遣
に
は
、
宦
官
の
み
が
命
を
う
け
外
差
さ
れ
る
臨
時
的

な
要
素
が
強
い
も
の
と
、
宦
官
が
士
人
の
官
僚
を
監
視
す
る
二
つ
の
形
態
に
大
別

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
宦
官
の
職
務
は
一
時
的
な
も
の
で
、
任
務
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ

に
職
を
解
か
れ
、
宮
廷
に
戻
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

永
楽
期
（
一
四
〇
三
〜
一
四
二
四
）
に
入
り
、
諸
外
国
へ
の
出
使
の
任
は
、
鄭

和
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の
宦
官
が
担
っ
た
。
明
へ
入
貢
す
る
諸
外
国
の
使
節
が

増
加
し
、
永
楽
元
年
に
は
二
十
九
年
ぶ
り
に
市
舶
司
が
再
び
設
置
さ
れ
、
市
舶
提

挙
使
が
そ
れ
を
司
る
こ
と
に
な
っ
た
）
17
（

。
そ
れ
と
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
市
舶
司

に
宦
官
が
差
遣
さ
れ
た
）
18
（

。
こ
れ
が
市
舶
太
監
で
あ
る
。
市
舶
太
監
は
、
洪
武
期
の

監
察
を
目
的
に
し
て
士
人
と
と
も
に
任
務
に
就
い
た
宦
官
と
同
じ
派
遣
形
態
で
、
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籍
を
置
く
者
が
あ
て
ら
れ
た
。『
福
建
市
舶
提
挙
司
志
』
は
、
福
建
に
差
遣
さ
れ

た
歴
代
市
舶
太
監
の
出
自
や
経
歴
を
留
め
る
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
永

楽
年
間
に
差
遣
さ
れ
た
楊
斌
、
梁
著
は
、
洪
武
年
間
に
宦
官
と
し
て
宮
中
に
入
り
、

「
奉
御
に
歴
陞
す
」
と
あ
る
）
23
（

。
洪
武
年
間
に
お
け
る
奉
御
の
身
分
は
従
五
品
か
ら

正
七
品
の
間
を
推
移
し
、
最
終
的
に
正
六
品
に
定
め
ら
れ
た
。
楊
斌
、
梁
著
は
、

品
秩
は
決
し
て
高
く
は
な
い
が
、
宮
中
の
宦
官
機
構
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
に

市
舶
太
監
と
し
て
差
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
一
四
八
七
）
に
い
た
る
ま
で
は
、
少
監
や

監
丞
な
ど
が
市
舶
太
監
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜

一
五
〇
五
）
以
降
は
、
市
舶
太
監
の
ほ
と
ん
ど
が
太
監
出
身
者
で
占
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。（
表
Ⅲ
│
ａ
参
照
）
市
舶
提
挙
使
が
従
五
品
の
官
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
洪
武
三
十
年
以
降
は
太
監
正
四
品
、
少
監
従
四
品
、
監
丞
正
五
品
、
奉

御
正
六
品
で
あ
る
か
ら
、
奉
御
出
身
の
市
舶
太
監
で
あ
れ
ば
市
舶
提
挙
使
の
身
分

に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
奉
御
出
身
者
は
福
建
の
場
合
、

永
楽
初
年
の
市
舶
太
監
楊
斌
、
梁
著
と
、
成
化
年
間
の
蒙
信
の
み
で
、
あ
と
は
少

監
や
太
監
ク
ラ
ス
の
者
ば
か
り
で
あ
る
）
24
（

。
そ
れ
以
降
は
、
市
舶
太
監
が
市
舶
提
挙

使
よ
り
も
位
が
高
い
と
い
う
状
態
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
市
舶
太
監
が
市

舶
司
で
の
実
権
を
握
っ
て
い
く
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
浙
江
と
広
東
の
市
舶
太
監
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出
自
、

出
身
衙
門
、
身
分
が
わ
か
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
福
建
と

同
様
の
人
事
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
市
舶
太
監
は
、
赴
任
に
伴
い
、
市
舶
司
と
は
異
な
る
独
自
の
衙
門

を
建
造
し
、
そ
れ
ら
は
市
舶
太
監
府
や
提
督
市
舶
衙
門
と
呼
ば
れ
、
省
城
に
置
か

れ
て
い
た
。
広
東
の
場
合
は
、
市
舶
司
が
省
城
で
あ
る
広
州
に
置
か
れ
て
お
り
、

市
舶
太
監
府
も
ま
た
こ
の
地
に
設
け
ら
れ
た
。
明
初
に
は
広
州
府
の
南
方
の
川
沿

い
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
の
ち
に
郡
西
の
仙
湖
に
移
さ
れ
た
）
25
（

。
福
建
は
成
化
年
間
に

入
る
ま
で
、
市
舶
司
が
泉
州
に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
の
間
も
市
舶
太
監
府
は
福
州

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
初
、
布
政
司
の
西
南
に
位
置
し
た
法
光
寺
の
東
に
建

て
ら
れ
た
市
舶
太
監
府
は
、
成
化
八
年
に
泉
州
か
ら
福
州
へ
移
転
し
た
市
舶
司
の

附
近
に
あ
っ
た
と
い
う
。
の
ち
成
化
十
六
年
に
同
地
の
市
舶
太
監
韋
査
に
よ
っ
て

光
沢
坊
内
の
織
染
局
が
あ
っ
た
場
所
に
移
転
さ
れ
た
）
26
（

。
浙
江
の
市
舶
太
監
府
は
杭

州
に
あ
り
、
宋
代
の
宮
跡
に
建
設
さ
れ
て
い
た
）
27
（

。
市
舶
太
監
ら
は
、
朝
貢
使
節
到

着
の
報
を
受
け
る
と
、
こ
こ
か
ら
寧
波
に
あ
る
市
舶
司
に
赴
い
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

各
地
の
布
政
使
の
下
に
置
か
れ
た
市
舶
提
挙
使
が
担
当
し
た
実
務
と
い
う
の
は

一
体
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
明
史
』
巻
七
十
五
、
職
官
志
四
に
よ
る
と
、

海
外
諸
番
の
朝
貢
市
易
の
事
を
掌
り
、
其
の
使
人
の
表
文
、
勘
合
の
真
偽
を

弁
じ
、
通
番
を
禁
じ
、
私
貨
を
征
し
、
交
易
を
平
ら
ぎ
、
そ
の
出
入
を
閑
ぎ

慎
ん
で
之
を
館
穀
す
）
28
（

。

と
あ
る
。
朝
貢
使
節
の
表
文
や
勘
合
の
真
偽
を
検
査
す
る
こ
と
、
朝
貢
以
外
の
民

間
貿
易
を
禁
じ
た
。
ま
た
、
付
帯
貨
物
を
買
い
上
げ
、
諸
外
国
の
往
来
を
取
締
り
、

朝
貢
使
節
を
厚
く
も
て
な
す
こ
と
が
職
責
と
さ
れ
た
。

市
舶
太
監
の
実
務
に
つ
い
て
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
、
明
の
景
泰
二
年
）

に
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
、
翌
年
明
に
入
っ
た
朝
貢
使
節
団
の
記
録
で
あ
る
『
允
澎

入
唐
記
』
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
く
れ
る
）
29
（

。
同
史
料
は
、
市
舶
太
監
の
朝
貢
に
関

す
る
職
務
内
容
を
伝
え
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
。
宝
徳
三
年
、
瀬
戸
内
海
を
経

て
博
多
、
平
戸
、
五
島
か
ら
外
洋
に
出
た
朝
貢
使
節
一
行
は
、
翌
年
の
四
月
十
日
、

浙
江
定
海
県
へ
到
着
し
た
。
一
行
は
沿
海
部
の
警
戒
に
あ
た
る
総
兵
官
ら
に
護
衛
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さ
れ
て
、
二
十
日
に
は
寧
波
府
入
り
を
果
た
し
た
。
記
録
で
は
、
そ
の
と
き
陳
某

と
い
う
宦
官
が
允
澎
ら
を
出
迎
え
、
朝
貢
使
節
が
滞
在
す
る
安
遠
駅
に
案
内
し
た
。

駅
内
に
は
、
嘉
賓
堂
と
い
う
名
の
建
物
が
あ
り
、
彼
等
は
乗
っ
て
き
た
船
ご
と
に

部
屋
分
け
さ
れ
、
こ
こ
に
寝
泊
り
し
た
。
こ
の
陳
某
と
い
う
人
物
こ
そ
市
舶
太
監

で
あ
り
、
日
本
使
節
の
滞
在
中
に
は
朝
貢
使
節
の
接
待
や
貨
物
の
検
査
に
は
、
責

任
者
と
し
て
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
。

翌
日
二
十
一
日
に
は
、
観
光
堂
に
て
允
澎
等
の
接
待
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
後

も
宴
は
、
使
節
が
北
京
へ
上
っ
た
後
、
ま
た
寧
波
へ
帰
還
し
、
帰
国
の
途
に
就
く

ま
で
機
会
が
あ
る
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
市
舶
太
監
が
主
催
し
、
布

政
司
、
御
史
、
按
察
司
、
知
府
ら
地
方
官
が
、
同
席
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て

い
る
点
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
使
節
ら
の
明
滞
在
期
間
中
は
、
や
は
り
市

舶
太
監
か
ら
人
足
や
食
料
が
提
供
さ
れ
た
）
30
（

。

五
月
二
十
八
日
に
は
、
貢
物
の
検
査
が
開
始
さ
れ
た
。
日
本
側
か
ら
は
、
正
使
、

副
使
、
明
側
か
ら
は
、
市
舶
太
監
が
貢
物
の
盤
検
に
加
わ
っ
た
。
船
か
ら
陸
揚
げ

さ
れ
た
貢
物
は
、
市
舶
司
内
の
東
倉
に
保
管
さ
れ
る
。
都
へ
の
献
上
品
、
ま
た
、

南
京
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
硫
黄
な
ど
は
、
市
舶
太
監
の
手
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
）
31
（

。

『
允
澎
入
唐
記
』
の
記
述
か
ら
、『
明
史
』
に
記
さ
れ
た
市
舶
司
の
職
掌
は
す
べ

て
市
舶
太
監
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
太
監
が
朝
貢
使
節
の
接
待
に
責
任
を
負
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
浙
江
だ
け
で
は
な
く
、
福
建
、
広
東
も
ま
た
同
様
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。『
嘉
靖
広
東
通
志
』
巻
六
十
六
、
夷
情
で
は
、

（
永
楽
四
年
）
内
官
貨
を
総
べ
、
提
挙
官
吏
は
惟
だ
簿
を
領
す
の
み
）
32
（

。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
永
楽
四
年
に
は
宦
官
が
、
朝
貢
使
節
が
も
た
ら
し
た
貨
物
の

盤
検
、
管
理
を
行
い
、
市
舶
司
で
の
職
務
を
預
か
っ
て
い
る
は
ず
の
市
舶
提
挙
使

は
、
た
だ
帳
簿
を
管
理
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
朝
貢
貿
易
の
監
察
を
目
的
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
市
舶
太
監
は
、
差
遣
開
始
直
後
に
は
、
市
舶
提
挙
使
の
職
権
を

越
え
て
朝
貢
使
節
に
対
す
る
総
責
任
者
と
い
う
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。
市
舶
提

挙
使
よ
り
も
高
い
身
分
を
も
つ
市
舶
太
監
が
朝
貢
の
管
理
者
に
な
る
こ
と
は
ご
く

自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
中
央
の
宦
官
衙
門
で
の
勤
務
経
験
を

持
つ
宦
官
は
、
貢
物
を
盤
検
し
、
献
上
品
を
選
別
す
る
才
に
長
け
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
、
実
務
に
お
い
て
も
市
舶
提
挙
使
よ
り
有
利
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
章　

市
舶
太
監
の
弊
害
と
裁
革

第
一
節　

顕
著
に
な
る
市
舶
太
監
の
弊
害

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
市
舶
太
監
の
派
遣
は
、
朝
貢
貿
易
の
監
察
を

目
的
に
確
立
さ
れ
、
実
務
に
携
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
ほ
ど
な
く
市
舶
太
監

は
、
朝
貢
貿
易
の
総
責
任
者
の
地
位
を
築
い
た
。
そ
の
権
勢
は
、
地
方
官
で
あ
る

布
政
使
や
按
察
使
を
凌
駕
す
る
も
の
で
、
市
舶
太
監
は
こ
の
勢
い
に
任
せ
て
、
赴

任
地
で
様
々
な
弊
害
を
も
た
ら
し
た
。
中
国
側
の
史
料
は
、『
允
澎
入
唐
記
』
の

よ
う
に
市
舶
太
監
の
通
常
業
務
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
逆
に
、

彼
ら
が
も
た
ら
し
た
弊
害
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。

史
料
上
で
は
、
天
順
以
降
、
特
に
成
化
年
間
か
ら
、
市
舶
太
監
が
惹
き
起
こ
し

た
弊
害
の
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
貢
物
の
盤
検
に
携
わ
る
市

舶
太
監
に
は
、
そ
の
懐
を
暖
め
る
機
会
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
。
利
益
を
求
め
て
密
貿
易
に
ま
で
手
を
染
め
る
輩
も
現
れ
た
。
特
に
、
日
本
、

琉
球
以
外
全
て
の
諸
外
国
の
朝
貢
使
節
を
受
け
入
れ
た
広
東
で
は
、
市
舶
太
監
の
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弊
害
が
こ
と
さ
ら
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
殊
域
周
咨
録
』
巻
十
五
、
撒
馬

児
罕
に
は
、

広
東
番
禺
県
民
の
黄
肆
及
び
王
凱
父
子
、
撒
馬
児
罕
等
国
の
夷
商
を
招
集
し
、

中
官
韋
眷
と
交
結
し
て
出
海
通
番
す
。
勢
を
怙
み
て
人
を
殺
し
、
地
方
を
驚

擾
す
。
本
県
知
県
高
瑶
の
兵
壮
人
等
を
遣
り
て
番
貨
鉅
万
を
捜
没
す
る
を
被

れ
ば
、
布
政
陳
選
に
申
呈
す
）
33
（

。

と
あ
っ
て
、
成
化
年
間
に
広
東
市
舶
太
監
で
あ
っ
た
韋
眷
が
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
等

の
商
人
を
招
き
寄
せ
た
黄
肆
、
王
凱
父
子
ら
と
結
託
し
て
出
海
通
番
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
正
徳
四
年
に
は
、『
明
史
』
巻
三
百
二
十
四
、
外
国
五
、
暹
羅
に
、

正
徳
四
年
暹
羅
船
の
飄
し
て
広
東
に
至
る
者
有
り
。
市
舶
中
官
熊
宣
、
守
臣

と
議
し
、
其
の
物
に
税
し
て
軍
需
に
供
す
。
事
聞
す
る
に
、
宣
の
事
柄
を
妄

攬
す
る
を
斥
し
、
南
京
へ
撤
還
せ
し
む
）
34
（

。

と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
舶
太
監
熊
宣
が
広
東
に
流
れ
着
い
た
暹
羅
船
の
積
載
貨

物
か
ら
徴
税
し
、
軍
需
に
供
す
る
例
も
現
れ
た
。
熊
宣
は
南
京
へ
連
れ
戻
さ
れ
た
。

ま
た
嘉
靖
元
年
に
は
、

嘉
靖
元
年
、
暹
羅
・
占
城
の
貨
船
広
東
に
至
り
、
市
舶
中
官
牛
栄
家
人
を
縦

ち
て
、
私
か
に
市
す
。
死
を
論
ず
る
こ
と
律
の
如
く
す
）
35
（

。

と
い
う
よ
う
に
広
東
に
貨
物
船
が
到
着
し
、
当
時
の
市
舶
太
監
牛
栄
が
ひ
そ
か
に

こ
の
貨
物
船
と
交
易
し
た
と
い
う
。
朝
貢
使
節
が
市
舶
太
監
に
貨
物
を
強
奪
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。『
明
史
』
巻
三
百
二
十
二
、
西
域
伝
四
、
天
方
に
は
、

成
化
二
十
三
年
、
其
の
国
中
、
回
回
阿
立
、
兄
納
的
の
中
土
に
游
ぶ
こ
と
四

十
余
載
な
る
を
以
て
雲
南
に
往
き
訪
求
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
乃
ち
宝
物
鉅
万

を
携
え
て
、
満
剌
加
に
至
り
、
行
人
左
輔
舟
に
附
し
て
、
将
に
入
京
し
て
進

貢
せ
ん
と
す
。
広
東
に
抵
た
り
、
市
舶
中
官
韋
眷
に
侵
剋
せ
ら
る
。
阿
力
怨

み
、
京
に
赴
き
て
自
ら
訴
う
。
礼
官
請
う
ら
く
は
、
其
の
貢
物
を
估
い
、
其

の
直
を
酬
い
、
雲
南
に
於
い
て
兄
を
訪
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
ん
こ
と
を
。
時

に
眷
罪
を
懼
れ
、
先
に
已
に
内
に
夤
緣
す
。
帝
乃
ち
阿
力
を
間
諜
と
為
し
、

貢
に
仮
り
て
奸
を
行
う
を
責
め
、
広
東
守
臣
に
令
し
て
逐
還
せ
し
む
れ
ば
、

阿
立
乃
ち
号
泣
し
て
去
る
）
36
（

。

と
あ
り
、
雲
南
に
兄
を
尋
ね
る
許
可
を
得
る
た
め
に
朝
貢
し
よ
う
と
し
た
阿
立
が

韋
眷
に
そ
の
貨
物
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
都
に
赴
い
て
訴
え
出
た
。
し
か
し
韋
眷

の
根
回
し
に
よ
っ
て
、
貢
物
に
見
合
っ
た
金
額
を
支
給
し
、
兄
を
訪
ね
る
こ
と
を

許
可
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
礼
部
の
願
い
出
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
朝
貢
の
障
碍
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
た
や
朝
貢
体
制
を
脅
か
す
弊
害
も
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
市
舶
司
の
業
務
と
は
全

く
か
け
離
れ
た
弊
害
も
見
受
け
ら
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、「
進
奉
」
の
た
め

に
民
衆
か
ら
搾
取
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
進
奉
と
は
、
皇
帝
に
金
銭
や
珍
宝

等
の
物
品
を
献
上
す
る
こ
と
で
あ
り
、
宦
官
ら
が
民
を
搾
取
す
る
時
の
常
套
手
段

で
あ
っ
た
。『
嘉
靖
寧
波
府
志
』
巻
二
十
五
、
名
宦
、
張
瓚
に
、

市
舶
少
監
福
住
の
、
仮
る
に
進
奉
を
以
て
し
、
剋
剥
し
て
民
を
害
し
、
な
ら

び
に
不
法
の
諸
事
を
劾
奏
す
）
37
（

。

と
あ
る
。
ま
た
、『
明
憲
宗
実
録
』
巻
二
十
一
成
化
元
年
九
月
丙
午
の
条
に
も
具

体
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

浙
江
提
督
市
舶
福
住
寧
波
に
居
り
て
、
為
す
所
不
法
多
し
。
匠
作
人
を
役
占

す
る
こ
と
千
を
以
て
数
え
、
公
私
の
財
賄
を
横
取
す
る
こ
と
算
無
く
、
別
に

杭
州
に
公
館
を
築
く
。
害
を
為
し
て
寧
波
の
如
く
至
る
所
を
大
略
し
、
軍
民

を
騒
擾
し
て
之
を
苦
し
め
る
。
寧
波
知
府
張
瓚
頗
る
そ
の
下
を
禁
戢
す
れ
ば
、

住
因
り
て
瓚
を
誣
奏
す
。
瓚
遂
に
住
の
諸
不
法
の
事
を
列
奏
し
、
布
、
按
の
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二
司
に
下
し
て
、
覈
実
せ
し
む
。
こ
こ
に
お
い
て
、
布
政
使
李
顒
等
具
さ
に

実
し
て
会
奏
し
、
な
ら
び
に
以
て
上
に
具
獄
す
。
法
司
覆
奏
す
。
上
、
住
の

年
老
い
た
る
を
以
て
悉
く
其
の
罪
を
宥
し
、
但
だ
戒
飭
を
加
う
る
の
み
）
38
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
福
住
は
、
数
多
く
の
技
術
者
を
労
働
さ
せ
る
ほ
か
、
公
私
の
財

を
問
わ
ず
横
領
し
、
多
額
に
及
ぶ
収
賄
を
も
行
っ
て
い
た
。
そ
の
実
行
者
で
も
あ

る
福
住
の
手
下
が
、
寧
波
知
府
の
張
瓚
の
取
り
締
ま
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
福
住
は
、
張
瓚
を
讒
言
し
て
貶
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
広
東
で
は
、

『
明
憲
宗
実
録
』
巻
百
九
十
八
、
成
化
十
五
年
十
二
月
辛
未
条
に
、

提
督
広
東
市
舶
提
挙
司
太
監
韋
眷
に
均
徭
の
余
戸
三
十
名
を
給
う
。
是
よ
り

先
眷
奏
す
ら
く
、
広
州
等
の
府
、
番
禺
等
の
県
、
毎
歳
均
徭
に
編
充
す
る
も
、

余
剰
空
間
の
人
戸
数
多
く
、
所
司
往
々
に
し
て
以
て
私
用
と
為
す
。
乞
う
ら

く
は
、
布
政
司
に
行
し
て
、
空
間
の
数
内
よ
り
、
均
徭
の
例
に
依
り
て
、
歳

人
戸
六
十
名
を
撥
し
、
進
奉
の
品
物
を
採
造
せ
し
め
ん
、
と
。　

上
、
其
の

請
を
允
し
、
命
じ
て
下
す
）
39
（

。

と
あ
っ
て
、
進
奉
の
物
品
を
作
製
す
る
た
め
に
、
人
戸
六
十
名
を
徴
発
し
た
い
と

い
う
市
舶
太
監
の
申
し
出
に
、
皇
帝
が
許
可
を
与
え
た
が
、
そ
の
後
広
東
左
布
政

使
彭
韶
ら
の
反
対
に
合
い
、
最
終
的
に
は
人
戸
三
十
名
を
与
え
る
こ
と
で
折
り
合

い
が
つ
い
た
。
在
外
の
宦
官
が
皂
隷
を
徴
発
す
る
と
い
う
例
は
以
前
か
ら
問
題
視

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
明
憲
宗
実
録
』
同
条
に

是
よ
り
先
、
内
官
の
外
に
在
る
者
、
額
設
の
皂
隷
無
き
時
、
或
い
は
所
在
の

有
司
よ
り
、
詞
を
畢
し
て
求
乞
す
。
韶
名
数
を
定
め
ん
こ
と
を
奏
し
て
よ
り
、

各
処
鎮
守
内
官
紛
然
と
し
て
陳
乞
し
、
乃
至
は
一
百
名
を
与
う
る
者
あ
り
、

遂
に
定
例
と
為
る
と
云
う
）
40
（

。

と
い
う
よ
う
に
、
特
に
規
定
が
無
か
っ
た
頃
は
、
在
外
の
宦
官
が
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
を
持
ち
出
し
て
皂
隷
を
徴
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
進
奉
は
あ
く
ま

で
市
舶
太
監
を
は
じ
め
と
す
る
宦
官
が
私
腹
を
肥
や
す
た
め
に
利
用
さ
れ
た
口
実

で
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
史
料
に
残
る
多
種
多
様
の
弊
害
は
、
裏
を
か
え
し
て
み
れ
ば
、
宦
官
に
と
っ

て
市
舶
太
監
と
い
う
ポ
ス
ト
が
、
様
々
な
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
っ

た
と
い
う
証
明
に
他
な
ら
な
い
。
永
楽
期
か
ら
続
い
て
き
た
市
舶
太
監
は
、
武
宗

の
近
侍
と
し
て
着
々
と
そ
の
地
位
を
高
め
た
劉
瑾
が
実
権
を
握
っ
た
正
徳
年
間

（
一
五
〇
六
〜
一
五
二
〇
）
に
は
、
人
数
が
に
わ
か
に
多
く
な
っ
た
。
市
舶
太
監

ら
は
、
そ
の
任
を
解
か
れ
る
と
、
他
地
域
の
鎮
守
太
監
に
就
い
た
り
、
鎮
守
太
監

か
ら
市
舶
太
監
に
な
る
者
も
い
た
（
後
掲
の
表
Ⅰ
〜
Ⅵ
の
網
掛
け
部
分
を
参
照
）。

た
と
え
ば
、
表
Ⅲ
の
十
五
の
福
建
市
舶
太
監
尚
春
、
表
Ⅴ
の
五
の
浙
江
市
舶
太
監

王
堂
な
ど
は
、
鎮
守
太
監
か
ら
市
舶
太
監
、
市
舶
太
監
か
ら
同
地
の
鎮
守
太
監
と

な
っ
て
い
る
。
市
舶
太
監
が
鎮
守
太
監
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

時
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
表
Ⅰ
の
三
の
広
東
市
舶
太
監
韋
眷
は
、『
明
史
』
に
成
化

年
間
の
市
舶
太
監
と
し
て
記
述
さ
れ
る
と
同
時
に
、
表
Ⅱ
の
四
の
よ
う
に
『
嘉
靖

広
東
通
志
初
稿
』
に
成
化
二
十
二
年
（
一
四
八
六
〜
）
〜
弘
治
三
年
（
一
四
九

〇
）
ま
で
鎮
守
太
監
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
し
、
同
じ
く
表
Ⅰ
の
七
の
広
東
市

舶
太
監
潘
忠
は
、『
明
武
宗
実
録
』
正
徳
四
年
十
二
月
乙
卯
の
条
に
市
舶
太
監
と

し
て
記
述
が
あ
る
が
、
表
Ⅱ
の
七
『
嘉
靖
広
東
通
志
初
稿
』
で
は
、
正
徳
元
年
か

ら
同
九
年
に
亡
く
な
る
ま
で
鎮
守
太
監
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
鎮
守
太
監
も

地
方
政
治
を
混
乱
さ
せ
て
お
り
、
正
徳
以
前
に
も
朝
臣
ら
に
よ
っ
て
廃
止
が
求
め

ら
れ
て
い
た
）
41
（

。
正
徳
期
に
は
、
短
期
間
に
多
く
の
宦
官
が
市
舶
太
監
や
鎮
守
太
監

と
い
う
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
私
利
を
貪
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節　

市
舶
太
監
の
裁
革

劉
瑾
、
張
永
が
権
勢
を
誇
っ
た
正
徳
期
は
宮
廷
の
内
外
共
に
宦
官
の
猖
獗
を
見

た
。
続
く
嘉
靖
期
に
は
、
宮
廷
外
の
宦
官
の
弊
害
を
制
す
る
た
め
に
様
々
な
手
段

が
と
ら
れ
た
。
嘉
靖
以
前
に
も
同
様
の
上
奏
は
廷
臣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
多
く
が
水
泡
に
帰
し
、
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
嘉
靖
改
元
間
も
な
い
こ

ろ
に
は
、
広
東
の
珠
池
太
監
や
市
舶
太
監
が
そ
の
職
権
を
超
え
て
、
地
方
政
治
に

関
与
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
上
諭
を
重
ね
て
発
し
て
い
る
）
42
（

。
ほ
ど
な
く
、
嘉
靖
二
年

に
、
寧
波
に
て
市
舶
太
監
頼
恩
の
収
賄
に
端
を
発
し
た
寧
波
争
貢
事
件
が
起
こ
っ

た
。こ

の
年
の
四
月
に
、
大
内
氏
が
派
遣
し
た
宗
設
謙
道
を
正
使
と
す
る
一
行
が
寧

波
に
到
着
し
、
後
に
細
川
氏
の
瑞
佐
、
宋
素
卿
等
が
到
着
し
た
。
し
か
し
、
宋
素

卿
が
市
舶
太
監
頼
恩
に
付
け
届
け
を
し
た
の
で
、
頼
恩
は
貢
物
の
盤
験
を
大
内
氏

一
行
よ
り
先
に
行
い
、
宴
席
に
お
い
て
も
、
宗
設
謙
道
ら
を
素
卿
よ
り
も
下
位
の

席
次
に
つ
け
た
。
そ
の
た
め
、
宗
設
謙
道
の
使
節
が
憤
慨
し
、
素
卿
ら
の
船
を
焼

く
ほ
か
、
素
卿
ら
の
一
行
を
紹
興
に
ま
で
追
い
、
そ
の
帰
途
掠
奪
放
火
を
し
て
狼

藉
を
は
た
ら
い
た
（
（4
（

。
成
化
の
頃
よ
り
市
舶
太
監
の
弊
害
は
大
小
様
々
な
も
の
が
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
与
え
た
被
害
を
考
え
る
と
、

寧
波
争
貢
事
件
が
最
大
の
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
事
件
を
境
に
、
本
格
的

に
市
舶
太
監
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
事
件
の
当
事
者
た
る
市
舶
太
監
頼
恩
は
、
意
外
に
も
さ
し
た
る
咎
め
も

受
け
な
か
っ
た
上
に
、
嘉
靖
四
年
に
は
、
提
督
海
道
の
役
職
を
兼
任
し
た
い
と
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
嘉
靖
帝
の
裁
可
ま
で
得
た
。
そ
れ
に
対
し
て
兵
部
尚
書
利
越
は
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
殊
域
周
咨
録
』
巻
二
、
東
夷
、
日
本
国
に
、

此
の
地
の
内
官
は
、
市
舶
司
を
提
督
せ
ん
が
為
に
設
け
ら
れ
る
に
縁
り
、
辺

方
・
腹
裏
の
鎮
守
・
守
備
内
臣
の
専
ら
地
方
の
為
に
す
る
者
と
比
べ
る
に
同

じ
か
ら
ず
。
即
ち
沿
海
に
て
兵
を
督
し
て
寇
を
禦
せ
し
む
る
に
、
自
ず
と
海

道
副
使
と
備
倭
都
指
揮
使
の
下
に
分
理
す
る
有
り
、
又
た
鎮
守
太
監
と
巡
按

御
史
の
上
に
提
調
す
る
有
り
、
事
体
相
因
る
こ
と
既
に
久
し
く
、
沿
海
に
警

有
れ
ば
、
倶
に
責
成
す
べ
し
。
若
し
復
た
又
た
市
舶
太
監
に
提
督
せ
し
め
ば
、

誠
に
恐
る
ら
く
は
政
多
門
に
出
で
、
号
令
一
な
ら
ず
、
必
ず
掣
肘
し
て
事
を

誤
ら
ん
。
又
た
況
す
官
軍
を
調
す
る
は
朝
廷
の
威
柄
に
係
り
、
遇
ま
緊
急
あ

れ
ば
、
必
ず
須
く
奏
請
定
奪
す
べ
し
）
44
（

。

と
、
従
来
市
舶
太
監
に
は
そ
の
よ
う
な
職
務
は
無
く
、
官
軍
の
指
揮
は
あ
く
ま
で

朝
廷
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
ほ
か
、
海
防
で
は
鎮
守
太
監
と
巡
按
御
史
を

上
位
に
、
海
道
副
使
と
備
倭
都
指
揮
使
を
そ
の
下
位
に
置
い
た
命
令
系
統
が
な
り

た
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
市
舶
太
監
を
加
え
れ
ば
混
乱
を
招
く
こ
と
を
上
奏
し
た
。

し
か
し
、
嘉
靖
帝
は
廷
臣
の
言
に
耳
を
貸
す
こ
と
は
無
か
っ
た
。

嘉
靖
八
年
に
及
ん
で
、
在
外
の
宦
官
の
削
減
案
が
持
ち
上
が
る
。
御
史
毛
鳳
韶

の
疏
に
対
す
る
兵
部
の
覆
奏
に
よ
る
と
、

内
臣
の
外
差
太
だ
冗
な
り
。
浙
江
、
福
建
の
如
く
は
鎮
守
有
り
、
提
督
市
舶

有
り
、
浙
江
は
又
た
織
造
有
り
。
…
已
に
兵
部
当
に
裁
革
す
べ
き
者
を
上
す
。

…
浙
江
提
督
市
舶
一
員
…
旨
を
得
た
る
に
、
倶
に
擬
に
依
り
て
監
槍
を
裁
革

し
、
市
舶
事
務
は
各
鎮
守
太
監
に
併
せ
て
兼
理
せ
し
め
よ
）
45
（

。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
は
、
鎮
守
太
監
や
市
舶
太
監
な
ど
、
宦
官
が
多

く
駐
在
す
る
浙
江
や
福
建
を
例
に
挙
げ
、
各
軍
事
拠
点
の
守
備
太
監
や
監
槍
、
浙

江
の
市
舶
太
監
を
削
減
す
る
事
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
こ
に
市
舶
司
の
事
務
は
鎮
守

太
監
が
兼
任
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
実
質
上
市
舶
太
監
の
廃
止
が
始
ま
っ
た
の
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で
あ
る
。
そ
の
後
、
広
東
巡
撫
都
御
史
林
富
が
広
東
の
珠
池
太
監
、
市
舶
太
監
を

廃
止
す
る
べ
き
で
あ
る
と
上
奏
し
た
。

若
し
浙
江
、
福
建
の
事
例
を
査
照
し
て
、
総
鎮
太
監
の
帯
管
に
帰
併
せ
ん
と

欲
せ
ば
、
亦
た
相
応
に
似
た
り
。
但
し
、
両
広
の
事
情
は
他
省
と
同
じ
か
ら

ず
、
総
鎮
太
監
は
梧
州
に
住
箚
す
。
若
し
蕃
舶
到
る
時
、
前さ
き

に
広
東
省
城
を

詣
ら
ば
、
或
い
は
久
し
く
機
務
を
妨
げ
、
過
ぐ
る
所
の
地
方
は
、
且
つ
多
く

煩
擾
し
、
番
商
因
り
て
輒
ち
軍
門
に
至
り
、
大
体
を
失
う
こ
と
無
き
に
し
も

有
ら
ず
。
故
に
愚
臣
以
為
ら
く
、
海
道
副
使
を
し
て
之
を
帯
管
せ
し
む
れ
ば

便
な
る
に
如
か
ざ
る
な
り
と
）
46
（

。

浙
江
・
福
建
で
は
広
東
に
先
駆
け
て
市
舶
太
監
を
廃
止
し
、
そ
の
職
務
を
鎮
守

太
監
に
兼
任
さ
せ
て
お
り
、
広
東
も
こ
れ
に
な
ら
う
の
が
適
当
だ
が
、
両
広
の
鎮

守
太
監
は
、
広
西
の
梧
州
に
駐
在
し
て
い
る
の
で
、
蕃
舶
が
到
着
し
た
時
に
は
、

先
ず
広
東
省
城
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
な
る
と
地
方
政
治
を
妨
げ
る

上
に
、
市
舶
太
監
の
行
く
先
々
で
擾
乱
が
お
こ
る
で
あ
ろ
う
と
懸
念
す
る
。
故
に
、

鎮
守
太
監
で
は
な
く
、
海
道
副
使
に
市
舶
司
の
事
務
を
兼
任
さ
せ
た
ほ
う
が
良
い

と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
上
奏
に
対
し
て
、
嘉
靖
帝
が
ど
の
よ
う
な
裁
決
を

下
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
広
東
は
市
舶
太
監
の
裁
革
後
、
海
道
副
使
が
そ
の

事
務
を
引
き
継
い
だ
可
能
性
が
あ
る
。

二
年
後
の
嘉
靖
十
年
六
月
に
は
、
浙
江
、
両
広
、
福
建
の
鎮
守
太
監
が
裁
革
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
）
47
（

。
つ
ま
り
、
市
舶
事
務
を
担
当
し
て
い
た
鎮
守
太
監
も
廃
止

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朝
貢
に
関
す
る
実
務
を
中
心
的
に
担
当
し
て
き
た

宦
官
が
裁
革
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
。
裁
革
の
命
が
下

さ
れ
た
の
は
、
嘉
靖
十
年
の
段
階
で
だ
が
、
実
際
の
廃
止
は
、
か
な
り
時
間
が
か

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
側
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。『
策
彦

和
尚
初
渡
集
』
は
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
、
嘉
靖
十
八
年
）
に
入
貢
し
た
朝
貢

使
節
の
副
使
で
あ
っ
た
天
龍
寺
塔
頭
妙
智
院
第
三
世
の
策
彦
周
良
が
残
し
た
記
録

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
使
節
は
、
寧
波
到
着
後
、
杭
州
か
ら
や
っ
て
来
た
、

「
欽
差
鎮
守
浙
江
等
処
地
方
兼
管
市
舶
事
務
御
馬
太
監
劉
」
と
い
う
宦
官
に
接
待

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
）
48
（

。
先
の
詔
か
ら
八
年
た
っ
た
段
階
で
も
ま
だ
鎮
守
太
監

は
存
在
し
て
い
た
の
だ
。
さ
ら
に
そ
の
九
年
後
の
嘉
靖
二
十
七
年
、
策
彦
が
再
び

日
本
最
後
の
朝
貢
使
節
と
し
て
寧
波
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
海
道
副
使
を
は
じ
め
、

知
府
な
ど
地
方
官
が
朝
貢
使
節
に
応
対
し
、
鎮
守
太
監
は
全
く
姿
を
消
し
て
い
た
。

寧
波
で
は
海
道
副
使
か
ら
表
敬
訪
問
が
は
じ
ま
り
、
貢
物
の
盤
検
は
知
府
の
同
席

の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
）
49
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浙
江
に
お
い
て
、
市
舶
司
を
兼
任

し
て
い
た
鎮
守
太
監
が
実
際
に
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
嘉
靖
十
九
年
か
ら
嘉
靖
二
十

六
年
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
福
建
、
広
東
の
場
合
は
今
知
る
術

が
な
い
。
嘉
靖
後
期
に
は
市
舶
司
そ
の
も
の
が
衰
退
す
る
た
め
、
鎮
守
太
監
も
自

ず
と
廃
止
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節　

市
舶
太
監
裁
革
後
の
市
舶
司
制
度

市
舶
太
監
と
、
そ
の
事
務
を
兼
任
し
た
鎮
守
太
監
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
市
舶
司

は
い
か
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
浙
江
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

嘉
靖
二
十
七
年
三
月
九
日
に
寧
波
へ
着
い
た
一
行
は
、『
策
彦
和
尚
再
渡
集
上
』

に
よ
る
と
、
十
二
日
に
は
海
道
副
使
）
50
（

を
始
め
、
分
巡
、
分
守
、
都
司
な
ど
の
武
官

ら
に
挨
拶
回
り
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
三
日
に
は
、
海
道
副
使
か
ら
の
豚
、
羊
、

米
な
ど
を
支
給
さ
れ
た
。
貢
物
の
検
査
は
、
知
府
や
提
挙
司
の
立
ち
会
い
の
下
に

行
わ
れ
た
）
51
（

。
福
建
で
は
、
布
政
使
、
都
指
揮
使
、
按
察
使
が
主
体
と
な
っ
て
朝
貢
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史　　　窓

の
諸
事
務
を
果
た
し
た
）
52
（

。
広
東
で
は
『
明
世
宗
実
録
』
巻
五
百
三
十
五
、
嘉
靖
四

十
三
年
六
月
戊
寅
の
条
に
、

広
東
海
防
僉
事
一
員
を
添
設
す
。
広
東
旧
設
の
海
道
副
使
は
、
省
城
に
駐
箚

し
市
舶
を
兼
理
す
。
倭
乱
に
会
い
て
、
遂
に
専
ら
恵
・
潮
に
備
え
、
市
舶
を

以
て
こ
れ
を
府
県
に
委
ね
る
）
53
（

。

と
あ
っ
て
、
以
前
は
海
道
副
使
が
市
舶
司
を
兼
任
し
て
い
た
が
、
今
は
知
府
・
知

県
に
委
ね
る
と
あ
る
。
浙
江
・
福
建
・
広
東
と
も
に
、
海
道
副
使
を
朝
貢
貿
易
担

当
の
総
責
任
者
と
し
、
布
政
使
・
按
察
使
・
都
指
揮
使
、
知
府
・
知
県
な
ど
が
市

舶
司
の
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
嘉
靖
三
十
九
年
（
一
五
六
〇
）
に
は
、
淮
楊
巡
撫
に
昇
格
し
た
唐
順

之
が
、「
海
防
善
後
事
宜
」
で
、
広
東
、
福
建
、
浙
江
の
三
省
は
、
元
来
市
舶
司

を
設
け
て
い
た
が
、
今
、
市
舶
司
は
荒
廃
し
て
し
ま
い
、
諸
路
に
命
じ
て
時
を
選

ん
で
修
復
さ
せ
る
の
が
良
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
）
54
（

、
嘉
靖
三
十
九
年
ご
ろ
に

は
市
舶
司
が
す
で
に
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
浙
江
は

隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
に
、
福
建
は
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
市
舶
司
が
廃

止
さ
れ
た
）
55
（

。
一
方
、
多
く
の
朝
貢
国
の
窓
口
で
あ
っ
た
広
東
市
舶
司
だ
け
は
そ
の

後
も
存
在
し
続
け
た
。

嘉
靖
二
十
年
代
後
半
は
朱
紈
に
よ
っ
て
密
貿
易
者
の
掃
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
倭
寇
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
嘉
靖
三
十
年
代
に
は
、
浙
江
と
福
建
の
沿

海
部
で
王
直
ら
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
彼
ら
倭
寇
の
め
ぼ
し
い
頭
目
が
逮
捕
、

処
刑
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
残
党
は
福
建
・
広
東
の
沿
海
部
へ
と
そ
の
活
動
地

域
を
南
下
さ
せ
た
。
嘉
靖
四
十
年
に
は
、
福
建
の
漳
州
で
い
わ
ゆ
る
二
十
四
将
の

反
乱
が
起
こ
り
、
明
は
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
鎮
圧
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
福
建

の
海
防
体
制
は
着
々
と
整
備
さ
れ
、
月
港
に
は
靖
海
館
が
置
か
れ
た
。
嘉
靖
四
十

二
年
に
は
海
防
館
と
改
名
し
て
、
海
道
同
知
を
専
任
と
し
た
。
隆
慶
初
年
に
中
国

の
商
船
が
出
航
す
る
地
と
な
っ
た
月
港
を
抱
え
る
海
澄
県
は
、
嘉
靖
四
十
四
年
に

創
設
さ
れ
て
い
る
。
市
舶
司
を
兼
任
し
た
鎮
守
太
監
が
裁
革
さ
れ
た
後
、
沿
海
部

の
治
安
が
極
め
て
不
安
定
に
な
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
朝
貢
体
制
の
裏
付
け
と

な
る
海
防
体
制
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
の
で
あ
る
）
56
（

。

第
三
章　

万
暦
期
に
お
け
る
税
監
の
派
遣

第
一
節　

万
暦
年
間
の
海
外
交
易
と
税
監
の
派
遣

市
舶
太
監
の
廃
止
と
そ
れ
に
代
わ
っ
て
市
舶
司
の
職
務
を
兼
任
し
た
鎮
守
太
監

の
廃
止
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
権
は
地
方
官
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宦

官
の
暴
挙
も
な
く
な
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
一

九
）
に
入
っ
て
か
ら
、
ま
た
し
て
も
宦
官
を
差
遣
す
る
こ
と
に
な
る
。
徴
税
を
任

務
と
し
た
税
監
で
あ
る
。
鉱
税
を
担
当
す
る
も
の
は
鉱
監
、
そ
れ
以
外
の
税
を
担

当
す
る
も
の
は
、
税
監
と
い
う
が
、
実
際
に
は
両
者
の
職
務
が
明
確
に
分
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
税
監
と
よ
ぶ
。

万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
六
月
、
多
く
の
官
吏
が
鉱
山
の
開
山
を
申
し
出
、

朝
廷
は
そ
れ
に
許
可
を
与
え
、
宦
官
と
開
山
を
提
案
し
た
官
を
任
地
へ
送
り
始
め

た
）
57
（

。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
鉱
税
の
禍
」
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
出
兵
に
対
す
る

度
々
の
朝
鮮
援
兵
や
、
宮
殿
の
焼
失
な
ど
で
財
政
難
に
お
ち
い
り
、
そ
の
打
開
策

と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
鉱
税
と
は
、『
明
史
』
巻
八
十
一
、
食
貨
五
、
坑
冶
に

坑
冶
の
課
、
金
銀
、
銅
鉄
、
鉛
汞
、
硃
砂
、
青
緑
、
而
し
て
金
銀
鉱
最
も
民

害
を
為
す
。
…
太
祖
謂
え
ら
く
、
銀
場
の
弊
は
利
の
官
に
於
け
る
は
少
な
く
、

損
の
民
に
於
け
る
は
多
し
、
開
く
べ
か
ら
ず
、
と
）
58
（

。
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と
い
う
よ
う
に
、
鉱
物
を
産
出
す
る
税
課
で
あ
る
。
民
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、

洪
武
帝
は
開
山
を
戒
め
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
福
建
の
尤
渓
県
銀
屏
山
に
銀
場

局
四
十
二
箇
所
と
、
浙
江
の
温
、
處
、
麗
水
、
平
陽
な
ど
の
七
県
に
も
銀
山
を
開

い
て
い
る
）
59
（

。
永
楽
年
間
に
は
陝
西
、
湖
広
、
貴
州
で
金
銀
課
が
徴
収
さ
れ
、
貴
州
、

交
阯
に
金
場
、
銀
場
局
な
ど
を
開
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
万
暦
年
間
に
い
た
る

ま
で
、
鉱
脈
の
涸
渇
で
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
鉱
山
が
あ
る
一
方
、
巨
万
の
利
を

求
め
て
開
山
を
請
う
朝
臣
も
い
た
よ
う
で
、
開
閉
山
が
盛
ん
に
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
）
60
（

。万
暦
二
十
四
年
当
初
、
鉱
山
を
開
き
、
鉱
物
を
産
出
す
る
、「
開
鉱
」
の
た
め

に
多
く
の
宦
官
が
差
遣
さ
れ
た
が
、
同
時
に
鉱
税
以
外
の
諸
税
を
徴
収
す
る
宦
官

も
各
地
へ
と
派
遣
さ
れ
た
。『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
十
五
、
万
暦
中
鉱
税
之
害
に

よ
る
と
、

帝
即
ち
中
官
に
命
じ
て
其
の
人
と
偕
に
往
か
し
む
る
は
、
蓋
し
二
十
四
年
に

始
ま
る
。
其
の
後
、
又
た
通
都
の
大
邑
に
お
い
て
、
税
監
を
増
設
す
。
故
に

鉱
・
税
両
監
天
下
に
遍
し
）
61
（

。

と
あ
る
。『
明
史
』
食
貨
志
巻
八
十
一
、
食
貨
五
、
商
税
で
は
、

…
始
め
て
開
鉱
増
税
し
、
而
し
て
天
津
の
店
租
、
広
州
の
玉
榷
、
両
淮
の
余

塩
、
京
口
の
供
用
、
浙
江
の
市
舶
、
成
都
の
塩
茶
、
重
慶
の
名
木
、
湖
口
、

長
江
の
船
税
、
荊
州
の
店
税
、
宝
坻
魚
葦
及
び
門
攤
の
商
税
、
油
布
雑
税
、

中
官
天
下
に
遍
く
、
税
を
領
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
即
ち
鉱
を
領
し
、
官
吏
を

駆
脅
し
、
努
め
て
脧
削
す
。
榷
税
の
使
、
二
十
六
年
千
戸
趙
承
勛
奏
請
す
る

よ
り
始
ま
る
。
其
の
後
高
寀
は
京
口
に
お
い
て
、
暨
祿
は
儀
真
に
お
い
て
、

劉
成
は
浙
に
お
い
て
、
李
鳳
は
広
州
に
お
い
て
、
陳
奉
は
荊
州
に
お
い
て
…

或
い
は
市
舶
を
徴
し
、
或
い
は
店
税
を
徴
し
、
或
い
は
専
ら
税
務
を
領
し
、

或
い
は
開
採
を
兼
領
す
）
62
（

。

と
い
う
。
宦
官
派
遣
の
当
初
か
ら
、
鉱
監
、
税
監
と
い
う
呼
称
の
区
別
が
あ
る
も

の
の
、
職
務
自
体
の
区
別
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
文
中
で
は
、「
税
を
領
す
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
即
ち
鉱
を
領
し
」
や
「
或
い
は
市
舶
を
徴
し
、
或
い
は
店
税
を
徴

し
、
或
い
は
専
ら
税
務
を
領
し
、
或
い
は
開
採
を
兼
領
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
鉱

監
が
鉱
税
を
、
税
監
が
そ
の
他
の
税
を
担
当
す
る
、
と
明
確
に
職
務
を
分
担
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
史
料
に
見
え
る
高
寀
は
、
同
書
巻
八
十
一

食
貨
志
五
、
坑
冶
の
項
目
に
も
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
万
暦
二
十
四
年
の
段
階
で

は
福
建
に
派
遣
さ
れ
た
鉱
監
と
し
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
）
63
（

。
鉱
石
は
地
下
資
源
な

の
で
、
産
出
可
能
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
枯
渇
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
鉱
山

に
見
込
み
が
無
け
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
税
を
徴
収
す
る
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
広
東
、
福
建
、
浙
江
で
は
、
海
外
貿
易
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
の
税
収
が
税
監
の
目
に
と
ま
ら
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
。
劉
成
は

浙
江
に
、
李
鳳
は
広
州
に
派
遣
さ
れ
徴
税
の
任
務
に
あ
た
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
の
任
務
に
海
外
貿
易
か
ら
の
徴
税
が
加
わ
る
。
福
建
の
税
監
で

あ
る
高
寀
が
万
暦
二
十
七
年
正
月
丁
酉
に
京
口
（
現
江
蘇
省
鎮
江
市
）
へ
派
遣
さ

れ
た
の
ち
、
そ
の
二
月
に
は
、

福
建
に
市
舶
を
設
け
、
内
監
高
寀
を
遣
り
て
鉱
務
を
帯
管
せ
し
む
）
64
（

。

と
あ
っ
て
、
ま
た
高
寀
を
福
建
に
戻
し
、
対
外
貿
易
か
ら
得
ら
れ
る
税
と
、
鉱
税

の
徴
収
を
兼
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
二
月
壬
子
に
は
、

百
戸
張
宗
仁
の
復
た
浙
江
市
舶
を
置
く
を
奏
す
を
も
っ
て
、
内
官
劉
成
を
遣

り
、
税
課
を
徴
収
せ
し
む
。
戊
午
千
戸
陳
保
の
奏
を
以
て
、
内
官
李
鳳
を
遣

り
て
、
雷
州
等
処
珠
池
を
開
採
し
、
市
舶
司
税
課
を
兼
ね
し
む
）
65
（

。

と
い
う
よ
う
に
百
戸
張
宗
仁
の
上
奏
に
よ
っ
て
、
浙
江
に
市
舶
が
置
か
れ
、
劉
成
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と
い
う
宦
官
が
派
遣
さ
れ
た
。
広
東
に
は
、
千
戸
陳
保
の
上
奏
に
よ
っ
て
、
李
鳳

が
派
遣
さ
れ
、
雷
州
の
珠
池
と
市
舶
司
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
く
の
先
学
が
税
監
を
市
舶
太
監
の
再
設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
は
、
史

料
上
に
「
市
舶
」
や
「
市
舶
司
」
の
文
言
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に
宦
官
が
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
福
建
に
市
舶
を
設
け
）
66
（

」

や
「
復
た
浙
江
市
舶
を
置
き
）
67
（

」
と
い
う
「
市
舶
」
と
は
、
は
た
し
て
外
国
か
ら
の

使
節
を
接
待
し
、
貢
物
を
盤
検
す
る
市
舶
司
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

明
初
、
永
楽
・
宣
徳
年
間
に
鄭
和
の
近
隣
諸
国
の
招
撫
が
功
を
奏
し
て
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
朝
貢
国
数
は
、
そ
の
後
減
少
し
て
い
っ
た
）
68
（

。
活
動
が
福
建
、
浙
江
の
市

舶
司
に
つ
い
て
は
、
万
暦
初
期
に
は
す
で
に
そ
の
廃
止
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
浙

江
は
日
本
の
朝
貢
使
節
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
嘉
靖
二
十
六
年
を
最
後

に
そ
の
入
貢
は
途
絶
え
て
久
し
か
っ
た
。
福
建
は
、
嘉
靖
以
降
も
依
然
と
し
て
琉

球
が
朝
貢
し
て
い
た
が
、
倭
寇
の
た
め
に
朝
貢
が
滞
り
が
ち
に
な
っ
て
い
た
）
69
（

。
福

建
、
浙
江
の
沿
海
部
で
は
嘉
靖
二
十
年
代
の
朱
紈
の
密
貿
易
の
殲
滅
を
へ
て
、
逆

に
密
貿
易
が
拡
大
し
て
い
た
。
民
間
貿
易
の
需
要
は
高
ま
る
一
方
だ
っ
た
が
、
海

商
の
出
海
は
依
然
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
す

べ
く
、
隆
慶
初
年
（
一
五
六
七
前
後
）
に
漳
州
の
月
港
が
開
放
さ
れ
、
海
商
は
日

本
以
外
の
諸
外
国
へ
出
帆
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
海
に
あ
た
っ

て
は
、
出
海
証
明
書
の
発
行
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
証
明
書
を
文
引
と
い
う
。

こ
れ
に
、
海
商
人
の
氏
名
、
年
齢
、
積
載
貨
物
、
戸
籍
な
ど
を
か
か
せ
、
督
餉
館

が
文
引
の
発
行
手
数
料
や
関
税
に
相
当
す
る
水
餉
（
船
舶
に
課
税
）、
陸
餉
（
輸

入
税
）、
加
増
餉
（
ル
ソ
ン
貿
易
に
の
み
課
せ
ら
れ
た
税
）
の
徴
収
を
担
当
し
、

海
防
同
知
が
管
理
し
た
）
70
（

。

開
放
当
初
は
、
文
引
の
発
行
数
が
年
間
五
十
通
と
規
定
さ
れ
、
税
収
も
あ
ま
り

ふ
る
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
万
暦
年
間
に
入
っ
て
ル
ソ
ン
貿
易
が
活
発
化

す
る
と
、
関
税
収
入
は
万
暦
二
二
年
に
二
万
九
千
両
余
り
に
の
ぼ
り
、
文
引
の
発

行
数
は
万
暦
二
五
年
に
は
年
間
一
三
〇
通
に
増
加
し
た
と
い
う
）
71
（

。
浙
江
か
ら
福
建

の
沿
岸
で
は
海
外
貿
易
か
ら
潤
沢
な
税
収
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

宦
官
が
税
収
が
期
待
で
き
る
督
餉
館
を
狙
う
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
浙
江
に
市
舶

司
を
置
き
、
宦
官
を
派
遣
し
た
い
と
い
う
上
奏
が
『
神
宗
實
録
』
万
暦
二
十
七
年

二
月
壬
子
に
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
朝
貢
使
節
の
接
待
や

諸
手
続
を
行
う
の
は
、
非
現
実
的
で
あ
ろ
う
）
72
（

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
市
舶
」
と

は
、
月
港
か
ら
出
海
す
る
海
商
か
ら
の
徴
税
を
す
る
場
と
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

地
理
的
位
置
を
考
え
る
と
、
税
収
を
上
げ
る
た
め
に
は
漳
州
月
港
付
近
に
駐
在
す

れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
わ
ざ
わ
ざ
浙
江
に
駐
在
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
実
際
に
、

浙
江
税
監
の
劉
成
は
、
当
初
「
市
舶
」
か
ら
徴
税
せ
よ
と
命
を
受
け
て
い
た
が
、

二
年
後
の
万
暦
二
十
九
年
十
一
月
壬
戌
に
は
、
内
陸
部
の
蘇
州
、
常
州
、
松
江
、

鎮
江
の
四
府
の
税
監
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
）
73
（

。
そ
の
後
、
浙
江
の
「
市
舶
」
に
関
係

す
る
宦
官
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

劉
成
の
転
属
先
と
な
っ
た
蘇
州
、
杭
州
に
は
明
初
よ
り
織
染
局
が
置
か
れ
て
お

り
、
内
廷
で
消
費
す
る
衣
類
は
こ
こ
で
造
ら
れ
て
い
た
。
宦
官
衙
門
に
尚
衣
監
が

あ
っ
て
皇
室
の
衣
類
を
管
理
し
て
い
た
た
め
、
宦
官
と
織
染
局
の
関
係
は
非
常
に

密
で
あ
り
、
早
く
は
天
順
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
宦
官
に
命
じ
て
蘇
州
、
杭
州
に

行
き
、
本
来
規
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
数
量
を
超
え
て
布
を
織
ら
せ
た
な
ど
の
記

録
が
『
明
史
』
に
み
え
て
い
る
）
74
（

。『
神
宗
実
録
』
万
暦
三
十
六
年
四
月
乙
亥
の
条

に
は
、
工
部
給
事
中
孫
善
継
の
言
に
、
劉
成
が
織
造
を
監
督
し
て
い
る
も
の
の
、

塩
課
に
ま
で
手
を
出
し
て
い
る
と
あ
り
、
織
造
が
税
収
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
）
75
（

。
浙
江
で
は
、
対
外
貿
易
か
ら
の
税
収
よ
り
も
、
む
し
ろ
内
陸
部
の
都
市
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に
お
け
る
織
造
な
ど
か
ら
の
税
収
が
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

広
東
の
市
舶
司
は
依
然
と
し
て
存
続
し
続
け
た
が
、
広
東
に
関
す
る
史
料
中
に

見
ら
れ
る
「
市
舶
」
の
意
味
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
特
殊
な
事
情
を
顧
み
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
浙
江
、
福
建
に
置
か
れ
た
市
舶
司
が
一
国
だ
け
の
朝
貢
の
窓

口
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
広
東
は
明
初
よ
り
、
暹
羅
、
占
城
等
東
南
ア
ジ

ア
の
多
く
の
朝
貢
国
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一

五
〇
五
）
に
は
外
国
船
の
往
来
が
増
加
し
、
密
貿
易
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
。

広
東
は
立
地
か
ら
見
て
も
、
朝
貢
国
・
非
朝
貢
国
を
問
わ
ず
諸
外
国
が
福
建
や
浙

江
よ
り
も
入
港
し
や
す
い
地
で
あ
る
。
特
に
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
〜
一
五
二

一
）
に
入
る
と
、
朝
貢
船
以
外
の
外
国
商
船
か
ら
も
抽
分
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

明
初
の
市
舶
司
が
担
当
し
た
職
務
と
は
お
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
業
務
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
）
76
（

。
ま
た
、
正
徳
十
二
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
し
た
。
そ
の

後
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
駆
逐
さ
れ
、
非
朝
貢
船
の
出
入
り
は
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ

る
の
だ
が
、
実
際
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
と
中
国
人
商
人
と
の
行
き
来
は
、
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
商
取
引
き
や
課
税
も
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
）
77
（

。
嘉
靖
後

期
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
澳
門
で
定
期
的
に
市
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
市
舶
司
は

完
全
に
本
来
の
役
割
を
変
え
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
職
掌
が
変
質
し
た
広

東
市
舶
司
は
、
ま
さ
に
実
入
り
の
良
い
、
税
監
垂
涎
の
衙
門
に
他
な
ら
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
次
節
で
見
る
広
東
、
福
建
の
税
監
が
巨
額
の
進
奉
を
行
う
こ
と
が
可

能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

市
舶
太
監
と
そ
の
職
務
を
ひ
き
つ
い
だ
鎮
守
太
監
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
現
れ

る
「
市
舶
」
に
携
わ
る
宦
官
は
、
市
舶
太
監
と
は
似
て
非
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

第
二
節　

税
監
に
よ
る
徴
税

税
監
ら
は
、
対
外
交
易
か
ら
入
る
関
税
、
渡
航
手
続
き
に
よ
る
税
を
徴
税
す
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

浙
江
の
劉
成
は
、
当
初
「
市
舶
を
置
い
て
」
派
遣
さ
れ
た
税
監
で
あ
る
。
赴
任

し
た
万
暦
二
十
七
年
の
十
月
に
は
、
浙
江
税
監
の
劉
成
と
福
建
税
監
の
高
寀
に
、

撫
按
官
と
共
に
塩
場
の
収
入
や
徐
州
の
長
江
沿
岸
の
船
料
を
調
査
す
る
よ
う
命
が

下
っ
た
）
78
（

。
劉
成
は
前
節
で
も
み
た
よ
う
に
、
ほ
ど
な
く
し
て
万
暦
二
十
九
年
に
は

蘇
州
、
常
州
、
松
江
、
鎮
江
の
四
府
の
税
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

江
蘇
京
口
の
税
監
か
ら
、
福
建
へ
赴
任
し
て
き
た
高
寀
は
、
早
速
海
澄
県
に
委

官
を
送
り
込
み
、
徴
税
の
拠
点
と
し
て
い
る
。『
東
西
洋
考
』
巻
八　

税
璫
考
に

よ
る
と
、

自
後
、
毎
歳
輒
ち
至
る
に
（
海
澄
県
）、
既
に
委
官
の
署
を
港
口
に
建
て
、

又
た
更
に
圭
嶼
に
設
け
、
既
に
税
府
を
邑
中
に
開
き
、
又
た
更
に
三
郡
に
お

い
て
建
つ
。
要
め
る
に
以
っ
て
出
入
を
闌
り
、
広
く
捜
捕
す
）
79
（

。

と
あ
っ
て
、
高
寀
自
ら
毎
年
海
澄
県
に
赴
く
だ
け
で
な
く
、
委
官
を
駐
在
さ
せ
る

た
め
に
役
所
ま
で
建
設
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
ど
の
よ
う
に
徴
税
し
た
の
か

と
い
え
ば
、『
東
西
洋
考
』
巻
七
、
餉
税
考
の
漳
州
府
知
府
の
蕭
基
の
上
奏
に
は
、

原も
と
も

と
引
を
給
せ
し
時
、
商
船
樑
頭
を
量
報
し
て
引
に
登
し
、
本
海
道
（
漳
州

海
道
）「
印
信
官
単
」
一
本
を
発
し
、
商
人
に
発
与
し
て
、
以
て
各
艙
の
貨

物
を
登
報
す
る
に
備
え
、
逓
送
し
て
掣
験
す
。
如
し
報
ず
る
所
差
錯
あ
れ
ば
、

船
は
官
に
没
し
、
物
貨
の
斤
数
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
貨
官
に
没
す
。
此
れ
厲

禁
な
り
。
誰
か
敢
へ
て
之
を
犯
さ
ざ
ら
ん
や
。
…
近
ご
ろ
内
監
、
官
単
を
套

し
て
餉
館
の
書
吏
に
付
し
、
各
商
に
命
じ
て
先
ず
草
単
と
替
え
さ
し
め
、
吏
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書
、
中
よ
り
其
の
加
増
を
任
せ
、
商
の
貨
物
を
減
報
せ
ざ
ら
ん
と
欲
せ
ど
も

う
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
是
れ
穢
叢
な
り
）
80
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
高
寀
が
、
文
引
の
発
給
を
督
餉
館
の
役
人
に
委
任
し
（
当
初
は
、

海
防
官
が
発
行
し
た
と
い
う
）、
商
人
に
は
仮
の
文
引
を
渡
し
、
役
人
が
正
規
の

文
引
の
貨
物
数
を
水
増
し
し
て
書
き
か
え
、
不
正
に
徴
税
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

海
外
か
ら
戻
っ
た
商
人
ら
や
塩
商
か
ら
厳
し
く
税
金
を
と
り
た
て
た
た
め
、
万
暦

三
十
年
、
三
十
五
年
、
四
十
二
年
に
福
建
各
所
で
民
変
が
お
こ
っ
て
い
る
）
81
（

。

広
東
に
は
李
鳳
が
赴
任
し
た
。『
広
東
通
志
』
巻
六
十
九
、
番
夷
丈
量
の
項
目

に
、

万
暦
二
十
七
年
よ
り
後
、
皆
な
内
監
李
榷
使
こ
れ
を
専
ら
に
す
）
82
（

。

と
あ
っ
て
、
李
鳳
が
徴
税
に
関
わ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。『
明
留
台
奏
議
』
巻

十
四
、
参
粤
璫
勾
疏
に
よ
る
と
、
李
鳳
は
高
寀
の
場
合
と
同
様
、
広
東
の
い
ず
れ

か
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
独
自
の
役
所
を
構
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
83
（

。
李
鳳

は
こ
こ
で
過
酷
な
徴
税
を
行
っ
た
。
李
鳳
が
入
粤
し
た
万
暦
二
十
七
年
閏
四
月
に

税
監
た
ち
が
徴
収
し
中
央
に
奉
じ
た
税
は
、
全
体
で
銀
四
万
八
両
あ
り
、
そ
の
半

数
以
上
の
銀
二
万
六
千
両
以
上
が
市
舶
か
ら
の
税
で
あ
っ
た
）
84
（

。
こ
の
ほ
か
李
鳳
自

ら
澳
門
に
赴
き
、
裕
福
な
宣
教
師
等
か
ら
物
品
を
掠
め
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
に
続
い
て
広
東
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
と
の
通
番
等
、
広
東
で
の
交
易

を
大
い
に
乱
し
た
よ
う
で
あ
る
）
85
（

。

税
監
た
ち
が
交
易
や
そ
の
他
諸
々
の
事
物
か
ら
徴
税
し
た
銀
は
、
皇
帝
に
献
上

さ
れ
、
内
庫
に
納
め
ら
れ
た
。
広
東
・
福
建
・
浙
江
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
税
監

が
こ
ぞ
っ
て
銀
を
奉
じ
た
。『
定
陵
註
略
』
巻
四
、
鉱
税
諸
使
に
は
、
各
税
監
が

進
奉
し
た
銀
両
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。（
後
掲
の
表
Ⅶ
を
参
照
）
広
東
・
福
建
・

浙
江
三
ヶ
所
の
税
監
が
進
奉
し
た
金
額
を
抜
き
出
し
た
が
、
税
の
出
所
が
不
明
な

も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
進
奉
が
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
詳
細
な
進
奉
の
記
録
は
万
暦
三
十
四
年
以
降
殆
ど
見

ら
れ
な
く
な
る
が
、
税
監
は
万
暦
帝
が
崩
御
し
て
初
め
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
）
86
（

。税
監
は
名
の
如
く
徴
税
の
任
を
負
っ
て
差
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
時
的
に

任
務
を
負
っ
て
差
遣
さ
れ
た
宦
官
の
部
類
に
属
し
、
他
方
で
、
市
舶
太
監
は
洪
武

期
か
ら
見
ら
れ
た
監
察
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

税
監
の
派
遣
に
関
す
る
史
料
に
お
い
て
見
ら
れ
た
「
市
舶
」
と
い
う
も
の
が
、
朝

貢
を
司
る
市
舶
司
を
指
さ
ず
、
海
外
交
易
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
福

建
、
浙
江
の
市
舶
司
が
万
暦
初
期
に
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
て
存
在
し
て
お
ら
ず
、

日
本
、
琉
球
と
も
に
朝
貢
の
回
数
が
減
少
し
た
た
め
、
万
暦
二
十
七
年
以
降
に
市

舶
司
が
復
設
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
来
の
朝
貢
体
制
も
、
隆
慶
初
年
の
月

港
の
開
港
、
広
東
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
で
激
変
し
て
い
た
。
最
後
に
、
市

舶
太
監
も
税
監
も
進
奉
と
称
し
て
民
衆
、
海
商
か
ら
搾
取
し
た
と
い
う
弊
害
が
共

通
し
て
い
る
が
、
前
者
は
そ
れ
が
不
法
行
為
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
後
者
は
、
そ

れ
が
任
務
と
し
て
宦
官
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
舶
太
監
と

税
監
は
派
遣
の
形
態
や
弊
害
は
非
常
に
似
て
い
る
が
、
別
の
官
と
し
て
区
別
す
る

べ
き
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

す
で
に
洪
武
年
間
か
ら
開
始
さ
れ
た
宦
官
の
在
外
派
遣
は
、
永
楽
期
に
も
引
き

継
が
れ
、
市
舶
太
監
は
実
質
上
常
設
の
官
と
な
っ
た
。
朝
貢
使
節
の
接
待
や
朝
貢

事
務
は
、
市
舶
提
挙
使
で
は
な
く
、
市
舶
太
監
が
取
り
仕
切
り
、
そ
れ
が
定
式
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
嘉
靖
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十
八
年
九
月
二
十
九
日
、
寧
波
に
滞
在
し
て
い
た
策
彦
周
良
ら
は
、
北
京
へ
の
進

貢
が
決
定
し
、
祝
宴
に
招
か
れ
た
が
、
主
催
者
で
あ
る
は
ず
の
市
舶
太
監
が
列
席

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

前
度
進
貢
せ
る
了
庵
和
上
正
使
の
時
、
大
監
（
太
監
）
迎
候
し
相
伴
す
。
今
、

大
監
（
太
監
）
来
ら
ざ
る
を
以
っ
て
、
三
府
・
提
挙
司
代
わ
り
て
迎
接
し
光

伴
す
。
是
を
以
て
三
司
・
御
史
に
短
疏
を
呈
し
、
旧
規
に
非
ざ
る
を
詰
す
。

謹
ん
で
呈
す
。
日
衆
の
た
め
に
筵
宴
を
設
け
る
辰と
き

、
大
監
（
太
監
）・
三
司

諸
大
老
大
人
そ
の
座
に
列
し
て
光
伴
す
。
是
れ
旧
例
に
照
依
す
る
も
の
な
り
。

今
次
の
筵
宴
、
殆
ど
此
の
規
則
を
欠
く
。
弊
邦
は
褊
小
な
り
と
雖
も
、
生
等

悠と
お

く
使
節
を
持
し
て
来
た
り
。
豈
に
吾
が
王
を
辱
め
ら
る
を
忍
ば
ざ
ら
ん
や
。

例
に
随
ひ
て
法
の
如
く
施
行
す
る
に
し
か
ず
）
87
（

。

　
（　

）
内
は
著
者
。

前
回
の
朝
貢
使
節
の
例
を
出
し
、
太
監
と
三
司
が
揃
っ
て
宴
席
に
座
を
連
ね
る

の
が
旧
例
で
あ
り
、
今
回
市
舶
太
監
が
席
を
空
け
て
い
る
こ
と
を
、
日
本
へ
の
侮

辱
と
ま
で
述
べ
て
詰
問
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
て
も
、
市
舶
太
監
が
外
交
儀
礼
に

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。
朝
貢
使
節
の
接
待

や
貢
物
の
盤
検
を
行
う
の
が
市
舶
太
監
ら
の
職
務
で
あ
っ
て
、
決
し
て
徴
税
（
抽

分
）
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朝
貢
使
節
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
事
や

貢
物
の
盤
検
は
、
市
舶
太
監
に
私
腹
を
肥
や
す
絶
好
の
機
会
を
与
え
も
し
た
。
市

舶
太
監
と
朝
貢
使
節
と
の
貨
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
抽
分
の
例
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
正
徳
年
間
以
前
よ
り
お
こ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
不
法

行
為
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
正
規
の
任
務
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
横
領
、
不

法
な
徴
発
な
ど
、
市
舶
太
監
が
地
域
社
会
へ
も
た
ら
し
た
弊
害
が
、
市
舶
太
監
の

廃
止
へ
つ
な
が
り
、
朝
貢
の
管
理
は
鎮
守
太
監
に
引
き
継
が
れ
た
。
明
朝
に
お
い

て
、
朝
貢
と
海
防
は
表
裏
一
体
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
、
市
舶
太
監
の
ポ
ス
ト
を

空
白
の
ま
ま
に
せ
ず
、
広
東
以
外
で
は
軍
務
を
監
督
し
て
い
た
鎮
守
太
監
に
引
き

継
が
せ
た
の
で
あ
る
。
鎮
守
太
監
は
地
方
軍
事
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
宦

官
で
あ
り
、
命
令
指
揮
系
統
の
上
位
に
位
置
し
て
い
た
。
抽
分
の
開
始
で
市
舶
司

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
質
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
嘉
靖
二
十
六
年
ご
ろ
に
は
鎮
守
太

監
も
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
沿
海
部
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
密
貿
易
の
解

消
の
た
め
、
中
国
の
海
商
が
月
港
か
ら
出
海
す
る
の
を
許
可
し
た
の
が
隆
慶
初
年

で
あ
る
。
市
舶
太
監
と
鎮
守
太
監
は
、
明
が
密
貿
易
の
解
消
を
図
っ
た
の
と
同
時

に
廃
止
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
万
暦
年
間
に
皇
帝
よ
り
鉱
産
資
源
や
、

「
市
舶
」
な
ど
か
ら
の
徴
税
を
命
じ
ら
れ
た
宦
官
ら
は
、
市
舶
太
監
と
は
異
な
る

職
務
を
担
っ
た
官
宦
で
あ
る
。

こ
う
し
て
市
舶
太
監
の
派
遣
か
ら
撤
廃
ま
で
を
概
観
す
る
と
、
明
初
か
ら
嘉
靖

年
間
ま
で
、
明
朝
の
大
き
な
政
治
課
題
で
あ
っ
た
朝
貢
と
海
防
に
つ
い
て
、
士
人

の
官
僚
機
構
に
宦
官
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
中
央
に
お
け

る
宦
官
の
権
力
の
大
小
を
問
わ
ず
派
遣
は
続
い
た
。
つ
ま
り
、
市
舶
太
監
の
派
遣

は
、
必
ず
し
も
特
定
の
宦
官
の
権
力
拡
大
を
直
接
象
徴
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
市
舶
太
監
は
、
士
人
の
官
僚
を
監
察
す
る
役
割
を
常
に
持

ち
な
が
ら
、
朝
貢
を
管
理
す
る
役
割
を
負
い
、
鎮
守
太
監
は
士
人
の
官
僚
の
監
察

の
役
割
に
加
え
て
軍
を
監
督
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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表Ⅰ
広東市舶太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 斉喜 永楽元年八月辛未～ 1403～　　 『嘉靖広東通志』巻七
2 杜喬 天順年間 1457～1464 『同治番禺県志』巻三十
3 韋眷 成化年間 1465～1487 『明史』巻百六十一
4 王宣 弘治年間 1488～1505 『孝宗実録』弘治八年九月癸巳
5 熊宣 正徳四年以前～正徳四年

1506～1521

『明史』巻三百二十四
6 畢真 正徳四年ごろ 『弇山堂別集』巻九十四中官考巻五
7 潘忠 正徳四年以前？ 『武宗実録』正徳四年十二月乙卯
8 曹宏 正徳十年五月甲辰～ 『武宗実録』正徳十年五月甲辰
9 牛栄 嘉靖元年以前 ？ 『明史』巻三百二十四

表Ⅱ
広東鎮守太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 陳瑄 成化元年～十一年卒 1465～1475

『嘉靖広東通志初稿』巻七

2 顧恒 成化十二年～十六年 1476～1480
3 劉倜 成化十七年～二十二年 1481～1486
4 韋眷 成化二十二年～弘治二年 1486～1490
5 王敬 弘治三年～十七年 1490～1504
6 韋経 弘治十七年～正徳元年 1504～1506
7 潘忠 正徳元年～九年卒 1506～1514
8 潘午 正徳五年前後？ 1510ごろ？

『明史』巻三百四宦官一劉瑾
9 蔡昭 正徳五年前後？ 1510ごろ？
10 劉璟 正徳十年～十一年 1515～1516

『嘉靖広東通志初稿』巻七

11 甯誠 正徳十一年～十二年卒 1516～1517
12 王堂 正徳十四年～十六年 1519～1521
13 韓慶 正徳十六年～嘉靖二年卒 1521～1523
14 鄭潤 嘉靖三年～ 1524～　　
15 張賜 嘉靖七年～ 1528～　　

＊『嘉靖広東通志初稿』では、鎮守太監は「総鎮」という項目に見られる。
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表Ⅲ
福建市舶太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 楊斌

永楽初年 1403年ごろ 『福建市舶提挙司志』官氏
2 梁著
3 卓洪

宣徳年間 1426～1435 『東西洋考』巻八、『八閩通志』
4 范士明
5 来住 正統九年～十三年 1444～1448

『福建市舶提挙司志』官氏

6 張貴 成化元年九月 1465～　　
7 蒙信 成化四年十月 1468～　　
8 施斌 成化九年七月 1473～　　
9 韋査 成化十二年九月 1476～　　
10 董譲 弘治二年三月～弘治十年 1489～1497
11 劉広 弘治十年六月十八日 1503～　　
12 劉彝 正徳二年二月初十日 1507～　　
13 許通 正徳三年十月十三日  1508～　　
14 呂憲 正徳四年十一月初八日 1509～　　
15 尚春 正徳十四年十月十九日 1519～　　
16 趙誠 嘉靖五年四月十五日 1526～　　

表Ⅲ－ a
福建市舶太監の出自と身分

時期 氏名 史　　　料

永楽
楊斌 交趾人洪武年間膺選歴陞奉御、永楽初年任。
梁著 湖広人洪武年間膺選奉御、永楽初年任。

宣徳
卓洪

国初、又有提督市舶内官莅閩、卓洪、范士明倶宣徳間遣。『東西洋考』巻八税璫考
范士明

正統
来住

交趾人洪武年間膺選尚衣監左少監、正統九年任、正統十三年選本省鎮守。

景泰 丙 午 召 鎮 守 福 建 少 監 戴 細 保 還 京 。命 奉 御 來 住 代 之、 仍 兼 領 市 舶 司 事 。
『英宗実録』景泰四年十二月丙午

成化

張貴 北直隷人永楽年間膺選歴陞惜薪司右司副、成化元年九月任。
蒙信 広西人洪煕年間膺選歴陞供用庫奉御、成化四年十月任。
施斌 山西人永楽二十二年膺選歴陞都知監右監丞、成化九年七月内任。
韋査 広西人宣徳四年膺選歴陞都知監太監、成化十二年九月内任。

弘治
董譲 浙江人景泰年間膺選歴陞御用監太監、弘治二年三月任、弘治十年遷江西鎮守。
劉広 山東人天順初年膺選歴陞司設監太監、弘治十年六月十八日任。

正徳

劉彝 山後人天順年間膺選歴陞御馬監右少監、正徳二年二月初十日任。
許通 順天府人成化十年膺選歴陞内官監太監、正徳三年十月十三日任。
呂憲 山東人成化十一年膺選歴陞内官監太監、正徳四年十一月初八日任。

尚春 保定人成化年間膺選歴陞都知監太監、正徳五年十二月十一日任転陞御馬監太監、福建鎮守。
正徳十四年十月十九日任。

嘉靖 趙誠 保定易州淶水県人、弘治年間膺選歴陞御馬監太監、正徳十四年十月十一日任転陞福建鎮守、
嘉靖五年四月十五日任。

　　　　　　　　　　・史料名が無いものは、すべて『福建市舶提挙司志』官氏に依る。
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表Ⅳ
福建鎮守太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 戴細保 景泰元年～五年 1450～1454

『八閩通志』巻三十秩官

2 廖秀 正統十四年、景泰元年～二年 1449、1450～

3 来住 正統末～市舶太監、景泰四年戴
細保と協同して鎮守を勤める。 1453～　　

4 馮譲 天順二年～八年 1458～1464
5 呉昱 成化二年在職中卒 　？～1466
6 盧勝 成化五年～十六年 1469～1480
7 陳道 成化十六年～ 1480～　　
8 尚春 正徳五年十二月十一日～ 1510～　　

『福建市舶提挙司志』官氏
9 趙誠 正徳十四年十月十一日～ 1519～　　

表Ⅴ
浙江市舶太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 不明 永楽中 1403～1424 『万暦杭州府志』
2 陳何某 景泰四年ごろ 1453ごろ　 『允澎入唐記』
3 福住 天順～成化？ 1457～1487？ 『明史』巻百七十二
4 林槐 成化年間 1465～1487 『世宗実録』巻嘉靖四年十一月乙亥
5 王堂 正徳七年～ 1512～　　 『武宗実録』巻正徳七年十月甲辰
6 崔瑶 正徳年間 1506～1521 『明史』巻百八十八
7 梁瑶 正徳年間 1506～1521 『嘉靖寧波府志』巻二十五
8 頼恩 正徳？～嘉靖 ？～1525ごろ 『明史』巻三百二十二
9 鄧文 嘉靖五年ごろ 1526ごろ　 『敬止録』巻二十一
10 劉某 嘉靖十八年ごろ 1539ごろ　 『策彦和尚初渡集』中
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表Ⅵ
浙江鎮守太監

番号 氏名 赴任時期 西暦（年） 史　　料
1 張慶 成化年間？ 1465～1487 『孝宗実録』巻十一弘治元年二月辛亥
2 劉璟 正徳九年ごろ 1514ごろ　 『弇山堂別集』巻九十中官考一
3 王堂 正徳九年ごろ 1514～　　 『弇山堂別集』巻九十七中官考八
4 畢真 ～正徳十四年 ～1519　　 『弇山堂別集』巻九十七中官考八
5 浦智 正徳十四年～ 1519～　　 『弇山堂別集』巻九十七中官考八
6 劉璟 嘉靖二年ごろ 1524ごろ　 『弇山堂別集』巻九十八中官考九
7 梁瑶 嘉靖二年ごろ 1523ごろ　 『世宗実録』嘉靖二年十二月庚戌
8 鄧文 嘉靖六年ごろ 1527ごろ　 『弇山堂別集』巻九十九中官考十
9 張賜 嘉靖十年 1531ごろ　 『世宗実録』巻百二十七嘉靖十年閏六月乙丑
10 潘直 嘉靖十年 1531ごろ　 『世宗実録』巻百二十七嘉靖十年閏六月乙丑

表Ⅶ　万暦期税監による進奉　（『定陵註略』巻四鉱税諸使による）
年 月 氏名 内　　　訳

万暦二十七年
1599年

閏四月 李鳳 市舶税銀一千五百両
七月 劉成 銀一万零二百両

万暦二十八年
1600年

三月
李鳳 銀二万四千四百両
劉成 銀二万両

六月 李鳳 銀三万六千両
十一月 高寀 銀二万両　塩引価四万両

万暦二十九年
1601年

四・五・六月 高寀 銀一千六百四十両
四・五・六月 李鳳 舡料銀一万零八百七十両、塩税銀一万四千両、年例存余等銀三千両

万暦三十年
1602年

正月
李鳳 塩税銀六万両
高寀 年例銀二万両、鉱銀二千一百五十両

四月 李鳳 塩税銀三万両、舡税銀三千四百両、助工銀一千両

八月
李鳳 福舡番税銀三百六十両
高寀 銀一万二千両余、塩銀一万三千三百九十、鉱銀四千両

万暦三十一年
1603年

四月
高寀 銀一千二百九十両
李鳳 塩課銀四万四千八百両、市課銀四千四百両、積余銀一千両

八月

劉成 羨余銀三万四千両
李鳳 塩課銀三千五百両
劉成 税銀二万一千両
高寀 税銀三万両、塩引銀一万八千四百両、鉱銀一千五百両

七月～九月 李鳳 方物銀三千零七十二両
七月～九月 劉成 銀一万三千両
十月 高寀 年例税銀共五万零二百両

万暦三十四年
1606年 不明

高寀 銀三万両、鉱税銀二千六百七十両
李鳳 塩課銀六万五千両、年例銀三千両
劉成 塩課羨余銀二万一千両

＊李鳳（広東）、劉成（浙江）、高寀（広東）



46

史　　　窓

註（
1
）　

杜
婉
言
『
中
国
宦
官
史
』
中
国
文
化
史
叢
書
四
十
三
文
津
出
版
一
九
九
六
年
、

余
華
靑
『
中
国
宦
官
制
度
史
』
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
〇
六
年
、
王
春
瑜
・
杜

婉
言
『
王
春
瑜
精
選
集
史
学
家
書
館
明
朝
宦
官
』
陝
西
人
民
出
版
社
二
〇
〇
七

年

（
2
）　

最
近
の
市
舶
太
監
の
研
究
で
は
、
黎
宏
韜
「
明
代
広
東
的
市
舶
太
監
」『
汕

頭
大
学
学
報
人
文
社
会
科
学
版
』
第
二
十
四
巻　

二
〇
〇
八
年
、
書
評
で
は

「
市
舶
太
監
与
南
海
貿
易　

広
州
口
岸
史
研
究
析
評
」『
楽
山
師
範
学
院
学
報
』

二
〇
一
二
年
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

野
田
徹
「
明
朝
宦
官
の
政
治
的
地
位
に
つ
い
て
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』

一
九
九
三
年

（
4
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
呉
元
年
九
月
丁
亥
、
置
内
使
監
、
秩

正
四
品
、
設
監
令
正
四
品
、
丞
正
五
品
、
奉
御
従
五
品
、
内
使
正
七
品
、
典
簿

正
八
品
…
後
改
置
内
使
監
、
御
用
監
、
秩
皆
正
三
品
、
各
設
令
一
人
正
三
品
、

丞
二
人
従
三
品
、
奉
御
正
六
品
、
典
簿
正
七
品
…
御
馬
司
秩
正
五
品
、
司
正
正

五
品
、
副
従
五
品
、
尚
宝
兼
守
殿
、
尚
冠
、
尚
衣
、
尚
佩
、
尚
履
、
尚
薬
、
紀

事
等
奉
御
、
秩
倶
正
六
品
。」

（
5
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
洪
武
二
年
六
月
己
巳
、
定
置
内
使
監

奉
御
六
十
人
、
尚
宝
一
人
、
尚
冠
七
人
、
尚
衣
十
人
、
尚
佩
九
人
、
尚
履
八
人
、

尚
薬
七
人
、
紀
事
二
人
、
執
膳
四
人
、
司
脯
二
人
、
司
香
四
人
、
太
廟
司
香
四

人
、
涓
潔
二
人
。
置
尚
酒
、
尚
醋
、
尚
麺
、
尚
染
四
局
、
設
正
一
人
副
二
人
。

置
御
馬
、
御
用
二
司
、
設
正
一
人
副
二
人
…
」

（
6
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
四
年
閏
三
月
乙
丑
、
命
吏
部
定
内
監

等
官
秩
品
、
内
使
官
令
正
五
品
、
授
中
衛
大
夫
、
丞
従
五
品
、
侍
直
大
夫

（
略
）
門
副
、
尚
宝
奉
御
倶
従
六
品
、
授
内
直
郎
、
尚
冠
等
奉
御
、
内
府
庫
大

使
、
内
倉
監
令
倶
正
七
品
、
授
正
奉
郎
。」

（
7
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
十
七
年
四
月
癸
未
、
更
定
内
官
諸
監
、

庫
、
局
及
承
運
等
庫
局
品
職
、（
略
）
内
官
監
通
掌
内
史
名
籍
、
総
督
各
職
、

凡
差
遣
及
欠
員
、
具
名
奏
請
。（
略
）
神
宮
監
掌
太
廟
祭
器
及
祭
祀
灑
埽
、

（
略
）
奉
御
一
人
正
八
品
。
尚
宝
監
掌
御
宝
図
書
、
凡
用
御
宝
則
奉
請
、
然
後

付
尚
宝
司
宮
用
之
、
畢
則
捧
入
。（
略
）
尚
衣
監
掌
御
用
冠
冕
衣
服
靴
履
、

（
略
）
奉
御
四
人
正
八
品
、
尚
膳
監
掌
御
膳
、（
略
）
司
設
監
掌
御
用
儀
仗
輦
輅

輿
帳
裀
褥
張
設
、（
略
）
奉
御
四
人
正
八
品
、
司
礼
監
掌
宮
庭
礼
儀
、
凡
正
旦

冬
至
等
節
、
命
婦
朝
賀
等
礼
、
則
掌
其
班
位
儀
注
、
及
糾
察
内
官
人
員
違
犯
礼

法
者
、（
略
）
御
馬
監
掌
御
廏
馬
匹
、（
略
）
直
殿
監
掌
各
殿
灑
埽
陳
設
…
」

（
8
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
洪
武
二
十
八
年
九
月
辛
酉
、
重
定
内

官
監
、
司
、
庫
、
局
与
諸
門
官
并
東
宮
六
局
、
王
府
承
奉
等
官
職
秩
。
内
官
監

十
一
、（
略
）
曰
孝
陵
神
宮
、（
略
）
曰
印
綬
、（
略
）
監
皆
設
太
監
一
人
、
秩

四
品
、
左
右
少
監
各
一
人
、
秩
従
四
品
、
左
右
監
丞
各
一
人
、
秩
正
六
品
。」

な
お
、
奉
御
の
品
階
に
つ
い
て
は
、『
明
史
』
巻
七
十
四　

職
官
三　

宦
官

「
凡
無
内
官
監
十
一
、
…
皆
設
太
監
一
人
、
正
四
品
、
左
、
右
少
監
各
一
人
、

從
四
品
、
左
、
右
監
丞
各
一
人
正
五
品
、
典
簿
一
人
、
正
六
品
、
又
設
長
随
、

奉
御
、
正
六
品
。」
と
あ
る
。

（
9
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
巻
九
十
中
官
考
一
「
洪
武
三
十
年
七
月
庚
戌
、
置
都
知
監
、

秩
正
四
品
、
掌
内
府
各
監
行
移
一
応
関
支
勘
合
、
設
太
監
一
人
、
正
四
品
、
左

右
少
監
各
一
人
、
従
四
品
、
左
右
監
丞
各
一
人
、
正
五
品
、
典
簿
一
人
、
正
六

品
。」

（
10
）　

欧
陽
琛
「
明
内
府
内
書
堂
考
略
」『
江
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学

版
）』
一
九
九
〇
年
第
二
期

（
11
）　

蒋
豊
「
洪
武
年
間
委
権
宦
官
考
実
」『
南
開
学
報
』
第
四
五
期
一
九
八
二
年

（
12
）　
『
明
史
』
巻
三
百
二
十
三
、
外
国
四
、
琉
球

「（
洪
武
）
十
五
年
春
、
中
山
来
貢
、
遣
内
官
送
其
使
還
国
。
明
年
与
南
山
王
並

来
貢
、（
略
）
時
二
王
与
北
山
王
争
雄
、
互
相
攻
伐
。
命
内
史
監
丞
梁
民
賜
之

勅
、
命
罷
兵
息
民
、
三
王
並
奉
命
。」

『
明
史
』
巻
三
百
二
十
四
、
外
国
五
、
占
城

「
洪
武
十
九
年
（
略
）
帝
嘉
其
誠
、
賜
賚
優
渥
、
命
中
官
送
還
。
明
年
復
貢
、

還
至
広
東
、
復
命
中
官
宴
餞
、
給
道
里
費
。」

（
13
）　

檀
上
寛
『
明
代
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』
第
一
章　

明
初
の
海

禁
と
朝
貢
│
明
朝
専
制
支
配
の
理
解
に
寄
せ
て
│
京
都
大
学
学
術
出
版
二
〇
一

三
年

（
14
）　
『
弇
山
堂
別
集
』
中
官
考
巻
一　

洪
武
二
十
五
年
二
月
己
丑

「
遣
尚
膳
太
監
而
聶
、
司
礼
監
太
監
慶
童
齎
勅
往
諭
陝
西
河
州
等
衛
所
番
族
、
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明代市舶太監の創設とその変遷

令
其
輸
馬
、
以
茶
給
之
。」

（
15
）　
『
国
榷
』
巻
六

「
洪
武
十
一
年
十
月
庚
子
朔
戊
申
、
遣
内
臣
呉
誠
詣
総
兵
官
指
揮
楊
仲
名
行
営
、

観
方
略
。」 

（
16
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一
、
食
貨
五
、
商
税

「
洪
武
十
年
、
戸
部
奏
、
天
下
税
課
司
局
、
征
商
不
如
額
者
百
七
十
八
処
、
遂

遣
中
官
、
国
子
生
及
部
委
官
各
一
人
覈
実
、
立
為
定
額
。」

（
17
）　
『
明
太
宗
実
録
』
巻
二
十
二
永
楽
元
年
八
月
丁
巳
条
「
上
以
海
外
番
国
朝
貢

之
使
付
帯
物
貨
前
来
、
交
易
者
須
有
官
専
。
至
之
遂
命
吏
部
依
洪
武
初
制
、
於

浙
江
福
建
広
東
設
市
舶
提
挙
司
、
隷
布
政
司
。」

（
18
）　
『
嘉
靖
広
東
通
志
』
巻
七
紀
事
五
「（
永
楽
元
年
八
月
辛
未
）
命
内
臣
齊
喜
提

督
広
東
市
舶
、
置
市
舶
提
挙
司
。」

（
19
）　

方
志
遠
「
明
代
鎮
守
中
官
制
度
」『
文
史
』
巻
四
十
、
一
九
九
四
年

（
20
）　

貞
本
安
彦
「
明
代
鎮
守
宦
官
の
職
務
と
三
堂
体
制
」『
立
正
史
学
』
第
一
一

七
号
二
〇
一
五
年

（
21
）　

採
造
に
は
、
織
造
、
焼
造
が
あ
る
。

（
22
）　

王
川
『
市
舶
太
監
与
南
海
貿
易
広
州
口
岸
史
研
究
』
人
民
出
版
社
二
〇
一
〇

年
そ
の
ほ
か
王
春
瑜
、
余
華
青
氏
の
宦
官
史
研
究
で
は
、
経
済
に
関
与
し
た
宦

官
と
い
う
こ
と
で
、
税
監
と
市
舶
太
監
と
が
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
23
）　
『
福
建
市
舶
提
挙
司
志
』
官
氏
「
楊
斌
、
交
趾
人
、
洪
武
年
間
膺
選
、
歴
陞

奉
御
、
永
楽
初
年
任
。
梁
著
、
湖
広
人
、
洪
武
年
間
膺
選
奉
御
、
永
楽
初
年

任
。」

（
24
）　
『
福
建
市
舶
提
挙
司
志
』
官
氏

「
楊
斌　

交
趾
人
洪
武
年
間
膺
選
歴
陞
奉
御
、
永
楽
初
年
任
。
梁
著　

湖
広
人

洪
武
年
間
膺
選
奉
御
、
永
楽
初
年
任
。
蒙
信　

広
西
人
洪
煕
年
間
膺
選
歴
陞
供

用
庫
奉
御
、
成
化
四
年
十
月
任
。」

（
25
）　
『
嘉
靖
広
東
通
志
』
巻
二
十
八
、
政
事
志
一
、
公
署
上

「
嘉
靖
十
年
革
去
市
舶
内
官
其
公
館
在
郡
西
武
安
街
。
南
宋
転
運
司
旧
址
。」

巻
六
十
六
外
志
三
、
夷
情
上
、
番
夷
、
海
冦

「
永
楽
改
元
遣
使
四
出
招
諭
諸
番
貢
献
、
畢
至
奇
貨
重
宝
前
所
未
有
。
乃
命
内

臣
監
鎮
市
舶
設
公
館
于
城
南
水
浜　

改
建
于
郡
西
仙
湖
。」

（
26
）　

福
建
の
市
舶
太
監
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
氏
の
『
中
世
南
島

通
交
貿
易
史
の
研
究
』
刀
江
書
院
一
九
六
八
年　

第
四
章
、
明
の
制
度
、
第
一

節
福
建
市
舶
提
挙
司
及
び
駅
廠
に
詳
し
い
。

（
27
）　

浙
江
の
市
舶
太
監
府
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
氏
の
『
中
世
日
支
通
交
貿
易

の
研
究
』
刀
江
書
院
一
九
六
九
年
、
第
六
章
明
の
諸
制
度　

第
一
節
浙
江
市
舶

提
挙
司
及
び
駅
館
廠
庫
に
詳
し
い
。

（
28
）　
『
明
史
』
巻
七
十
五
職
官
四 

「
市
舶
堤
挙
司
掌
海
外
諸
番
朝
貢
市
易
之
事
、

辨
其
使
人
表
文
勘
合
之
真
偽
、
禁
通
番
、
征
私
貨
、
平
交
易
、
閑
其
出
入
而
慎

館
穀
之
。」

（
29
）　

正
使
天
龍
寺
僧
東
洋
允
澎
の
名
を
冠
し
た
史
料
名
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
従

僧
の
笑
雲
瑞
訢
が
筆
録
し
て
い
る
。
東
洋
允
澎
は
、
入
明
中
の
景
泰
五
年
（
一

四
五
四
年
）
に
杭
州
で
客
死
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
村
井
章
介
他
訳

『
笑
雲
入
明
記　

日
本
僧
の
見
た
明
代
中
国
』
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
が
あ
る
。

（
30
）　
『
允
澎
入
唐
記
』「（
四
月
二
十
日
）
内
官
陳
大
人
、
賓
迎
専
使
允
澎
、
網
司

芳
貞
、
従
僧
瑞
訴
清
啓
等
、
就
假
館
、
揖
茶
、
乗
轎
子
、
入
駅
。
駅
門
額
曰
、

浙
江
市
舶
司
案
遠
駅
。」

「（
五
月
二
十
一
日
）
陳
大
人
将
宴
日
衆
、
先
賜
人
伴
水
夫
等
、
以
麺
粉
砂
糖
酒

醋
塩
醤
鮮
笋
楊
梅
油
菜
鵞
鶏
等
。」

「（
六
月
二
十
一
日
）
陳
大
人
就
勤
政
堂
、
享
張
揩
按
察
使
、
布
政
司
、
御
史
、

知
府
、
五
大
人
。」

（
31
）　
『
允
澎
入
唐
記
』「（
七
月
二
日
）
陳
大
人
又
調
日
本
硫
黄
五
万
斤
、
送
南
京
」

「（
七
月
二
十
一
日
）
陳
大
人
起
東
庫
、
将
起
送
物
入
匣
。」

（
32
）　
『
嘉
靖
広
東
通
志
』
巻
六
十
六
夷
情

「
内
官
総
貨
、
提
挙
官
吏
惟
領
簿
而
巳
。」

（
33
）　
『
殊
域
周
咨
録
』
巻
十
五
、
撒
馬
児
罕

「
広
東
番
禺
県
民
黄
肆
及
王
凱
父
子
招
集
撒
馬
児
罕
等
国
夷
商
、
交
結
中
官
韋

眷
出
海
通
番
、
怙
勢
殺
人
驚
擾
地
方
、
被
本
県
知
県
高
瑶
遣
兵
壮
人
等
捜
没
番

貨
鉅
万
、
申
呈
於
布
政
陳
選
。」

（
34
）　
『
明
史
』
巻
三
百
二
十
四
外
国
五
暹
羅

「
正
徳
四
年
、
暹
羅
船
有
飄
至
広
東
者
、
市
舶
中
官
熊
宣
与
守
臣
議
、
税
其
物
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史　　　窓

供
軍
需
。
事
聞
、
斥
宣
妄
攬
事
柄
、
撤
還
南
京
。」

（
35
）　
『
明
史
』
巻
三
百
二
十
四
外
国
五
暹
羅

「（
略
）
嘉
靖
元
年
、
暹
羅
占
城
貨
船
至
広
東
、
市
舶
中
官
牛
栄
縦
家
人
私
市
、

論
死
如
律
。」

（
36
）　
『
明
史
』
巻
三
百
三
十
二
、
西
域
伝
四
、
天
方

「
成
化
二
十
三
年
、
其
国
中
回
回
阿
力
以
兄
納
的
游
中
土
四
十
余
載
、
欲
往
雲

南
訪
求
。
乃
携
宝
物
鉅
万
、
至
満
剌
加
、
附
行
人
左
輔
舟
、
将
入
京
進
貢
。
抵

広
東
、
為
市
舶
中
官
韋
眷
侵
剋
。
阿
力
怨
、
赴
京
自
訴
。
礼
官
請
估
其
貢
物
、

酬
其
直
、
許
訪
兄
於
雲
南
。
時
眷
懼
罪
、
先
已
夤
縁
於
内
。
帝
乃
責
阿
力
為
間

諜
、
仮
貢
行
奸
、
令
広
東
守
臣
逐
還
、
阿
立
乃
号
泣
而
去
。」

王
川
「
市
舶
太
監
与
南
海
貿
易
」
一
九
九
九
年
中
山
大
学
博
士
学
位
論
文　

第

三
章
広
東
市
舶
太
監
個
案
研
究
之
一
韋
眷
を
参
照
。

（
37
）　
『
嘉
靖
寧
波
府
志
』
巻
二
十
五
名
宦
張
瓚

「
劾
奏
市
舶
少
監
福
住
假
以
進
奉
、
剋
剥
害
民
并
不
法
諸
事
。」

（
38
）　
『
明
憲
宗
実
録
』
巻
二
十
一
成
化
元
年
九
月
丙
午
「
浙
江
提
督
市
舶
内
官
福

住
居
寧
波
、
所
為
不
法
、
役
占
匠
作
人
以
千
数
、
横
取
公
私
財
賄
無
算
、
別
築

公
館
於
杭
州
。
為
害
大
略
如
寧
波
所
至
、
騒
擾
軍
民
苦
之
。
寧
波
知
府
張
瓚
頗

禁
戢
其
下
、
住
因
誣
奏
瓚
、
瓚
遂
列
奏
住
諸
不
法
事
、
下
布
按
二
司
覈
実
、
於

是
布
政
使
李
顒
等
、
具
実
会
奏
并
以
具
獄
上
。
法
司
覆
奏
、
上
以
住
年
老
悉
宥

其
罪
、
但
加
戒
飭
而
己
。」

（
39
）　
『
明
憲
宗
実
録
』
巻
百
九
十
八
成
化
十
五
年
十
二
月
辛
未
条

「
給
提
督
広
東
市
舶
提
挙
司
太
監
韋
眷
均
徭
余
戸
三
十
名
、
先
是
眷
奏
広
州
等

府
、
番
禺
等
県
毎
歳
編
充
均
徭
余
剰
空
間
人
戸
数
多
、
所
司
往
往
以
為
私
用
。

乞
行
布
政
司
於
空
間
数
内
、
依
均
徭
例
、
歳
撥
人
戸
六
十
名
、
採
造
進
奉
品
物
。

上
允
其
請
命
下
。」

（
40
）　
『
明
憲
宗
実
録
』
巻
百
九
十
八
成
化
十
五
年
十
二
月
辛
未
条

「
先
是
内
官
在
外
者
無
額
皂
隷
時
、
或
於
所
在
有
司
畢
詞
求
乞
。
自
韶
奏
定
名

数
、
各
処
鎮
守
内
官
紛
然
陳
乞
、
乃
至
有
与
一
百
名
者
、
遂
為
定
例
云
。」

（
41
）　

方
志
遠
「
明
代
的
鎮
守
中
官
制
度
」『
文
史
』
第
四
十
輯
一
九
九
四
年

（
42
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
十
三
、
嘉
靖
元
年
四
月
壬
午
「
戸
部
上
言
、
広
東
看
守

珠
池
内
臣
前
已
奉
詔
旨
、
不
許
干
預
廉
瓊
高
雷
地
方
。
今
太
監
安
川
乃
復
夤
緣
、

伝
奉
兼
管
地
方
事
、
属
欺
罔
。
乞
申
前
令
、
管
市
舶
守
珠
池
者
、
各
専
職
任
倶

不
許
干
地
方
事
務
、
上
是
之
。」

（
43
）　

寧
波
争
貢
事
件
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
重
男
『
日
明
関
係
史
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
一
九
九
四
年
、
第
一
編
第
三
章　

明
代
中
期
の
対
外
政
策
の
推
移
と
日

中
関
係　

お
よ
び
同
書　

第
二
編
三
章　

王
直
と
徐
海　

を
参
考
に
し
た
。

（
44
）　
『
殊
域
周
咨
録
』
巻
二　

東
夷　

日
本
国

「
兵
部
尚
書
李
越
疏
曰
，
…
此
地
内
官
縁
為
提
督
市
舶
司
而
設
、
比
与
辺
方
腹

裏
鎮
守
守
備
内
臣
専
為
地
方
者
不
同
。
即
令
沿
海
督
兵
禦
寇
、
自
有
海
道
副
使

与
備
倭
都
指
揮
使
分
理
於
下
、
又
有
鎮
守
太
監
与
巡
按
御
史
提
調
於
上
、
事
体

相
因
既
久
、
沿
海
有
警
、
倶
可
責
成
。
若
復
又
令
市
舶
太
監
提
督
、
誠
恐
政
出

多
門
、
号
令
不
一
、
必
掣
肘
誤
事
。
又
況
調
官
軍
係
朝
廷
威
柄
、
遇
有
緊
急
、

必
須
奏
請
定
奪
。」

（
45
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
九
十
九
嘉
靖
八
年
三
月
甲
子
「
兵
部
覆
御
史
毛
鳳
韶
疏
、

…
内
臣
外
差
太
冗
、
如
浙
江
福
建
有
鎮
守
有
提
督
市
舶
、
浙
江
又
有
織
造
。
上

命
如
議
、
已
兵
部
上
所
当
裁
革
者
…
浙
江
提
督
市
舶
一
員
…
得
旨
、
倶
依
擬
裁

革
監
槍
市
舶
事
務
、
併
于
各
鎮
守
太
監
兼
理
。」

（
46
）　
『
嘉
靖
広
東
通
志
初
稿
』
巻
三
十　

珠
池
「
巡
撫
都
御
史
林
富
疏
曰
…
若
欲

査
照
浙
江
、
福
建
事
例
、
帰
併
総
鎮
太
監
帯
管
、
似
亦
相
応
。
但
両
広
事
情
与

他
省
不
同
、
総
鎮
太
監
住
箚
梧
州
、
若
番
舶
到
時
、
前
詣
広
東
省
城
、
或
致
久

妨
機
務
、
所
過
地
方
且
多
煩
擾
、
引
惹
番
商
、
因
而
輒
至
軍
門
、
不
無
有
失
大

体
。
故
臣
愚
以
為
不
如
令
海
道
副
使
帯
管
之
便
也
。」

（
47
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
百
二
十
七
嘉
靖
十
年
閏
六
月
乙
丑

「
詔
革
鎮
守
浙
江
、
両
広
、
湖
広
、
福
建
、
及
分
守
独
石
万
全
、
守
備
永
寧
城

内
臣
。」

（
48
）　
『
策
彦
和
尚
初
渡
集
中
』
五
月
廿
九
日 

「
巳
刻
。
鎮
守
老
公
。
自
杭
州
来
本
府
。
午
刻
。
差
提
挙
司
見
示
牌
。
牌
云
。 

欽
差
鎮
守
浙
江
等
処
地
方
兼
管
市
舶
事
務
御
馬
太
監
劉 

今
照
本
鎮
按
察
特
派

提
挙
魏
璜
。」

（
49
）　
『
策
彦
和
尚
再
渡
集
上
』

「（
嘉
靖
二
十
七
年
三
月
）
十
二
日 

午
時
。
上
岸
。
謁
海
道
老
爹
。
消
四
拝
。

次
分
巡
消
四
拝
。
次
分
守
消
四
拝
。
次
都
司
有
四
拝
。
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（
嘉
靖
二
十
七
年
三
月
）
即
刻
。
挙
各
人
貨
物
於
知
府
面
前
。
下
官
盤
験
。

正
・
副
使
以
下
居
座
・
土
官
・
十
人
衆
・
船
頭
・
貨
物
次
第
検
査
了
。
盤
験
之

際
。
予
及
居
座
・
土
官
以
下
在
仮
舎
。」

（
50
）　

海
道
副
使
と
は
、
海
道
副
使
は
提
刑
按
察
司
の
僉
事
（
正
五
品
）
が
任
ぜ
ら

れ
る
事
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
海
防
を
経
略
し
、
水
陸
の
官
兵
の
訓
練
を
し
、

料
餉
の
管
理
を
行
っ
た
。
海
道
副
使
は
、
洪
武
年
間
に
猖
獗
し
た
倭
寇
を
斥
け

る
た
め
に
湯
和
が
沿
海
部
を
巡
視
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
う
。
当
時
は
、

あ
く
ま
で
軍
事
部
門
の
一
役
職
で
あ
っ
た
上
に
、
臨
時
的
な
官
で
あ
り
、
常
設

で
は
な
か
っ
た
。
洪
武
三
十
年
（
一
三
九
七
年
）
以
降
、
浙
江
に
お
い
て
は
、

按
察
副
使
を
し
て
沿
海
部
の
諸
事
を
司
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
嘉
靖

年
間
（
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
年
）
に
倭
寇
が
再
び
猖
獗
す
る
に
い
っ
た
っ
て
、

広
東
、
福
建
、
浙
江
の
沿
海
部
の
治
安
が
維
持
で
き
な
い
状
態
に
な
る
と
、
海

道
副
使
の
官
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
李
慶
新

『
明
代
海
外
貿
易
制
度
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
二
〇
〇
七
年
、
第
三
章
、
明

中
期
海
外
貿
易
転
型
「
与
広
中
事
件
」
的
誕
生　

二
節
海
道
副
使
主
導
貿
易
管

理
参
照
。

（
51
）　
『
策
彦
和
尚
初
渡
集
上
』

嘉
靖
二
十
七
年
三
月
十
日
条

「
酉
。
雨
。
暁
出
船
。
辰
刻
。
著
寧
波
府
。
午
時
晴
。
未
刻
。
上
岸
。」

嘉
靖
二
十
七
年
三
月
十
二
日
条

「
天
陰
。
猶
含
雨
。
午
時
。
上
岸
。
謁
海
道
老
爹
。
消
四
拝
。
次
分
巡
消
四
拝
。

次
分
守
消
四
拝
。
次
都
司
有
四
拝
。」

嘉
靖
二
十
七
年
三
月
十
三
日
条

「
天
陰
々
。
齋
罷
。
廬
・
陳
・
周
三
通
事
。
伝
拏
海
道
之
贈
。
酒
拾
罈　

家
猪

一
牽　

羊
壱
牽　

米
伍
碩　

計
。
即
裁
謝
簡
。」

嘉
靖
二
十
七
年
三
月
十
七
日

「
…
向
知
府
前
請
拝
。
府
辞
而
不
受
。
唯
有
恒
礼
。
次
二
府
。
次
提
挙
子
（
司
）。

次
三
府
。
次
四
府
。
逐
一
講
恒
礼
。
少
焉
。
挙
短
書
。
即
刻
。
挙
各
人
貨
物
於

知
府
面
前
。
下
官
盤
験
。」

（
52
）　
『
福
建
市
舶
提
挙
司
志
』
賓
貢
に
は
、
琉
球
の
使
節
が
水
埕
澳
水
寨
に
到
着

し
、
閩
安
鎮
（
閩
江
の
河
口
）
な
ど
の
巡
検
司
を
へ
て
船
が
停
泊
し
た
の
ち
、

「
察
院
行
都
布
按
三
司
、
会
委
首
領
官
三
員
、
各
領
封
皮
。
同
提
挙
司
掌
印
官

帯
領
土
通
事
并
合
用
匠
作
人
等
、
前
去
停
泊
夷
船
処
、
所
訳
問
差
来
夷
使
、
果

係
進
貢
、
是
的
当
取
彼
国
符
文
、
執
照
査
験
、
備
抄
明
白
、
一
面
督
令
各
匠
就

将
本
船
艙
、
如
法
釘
封
。
…
」

と
あ
っ
て
、
察
院
、
都
指
揮
使
、
布
政
使
、
按
察
使
を
元
締
め
と
し
て
、
市
舶

提
挙
使
が
方
物
の
管
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、

「
察
院
并
都
布
按
三
司
各
先
差
人
齎
本
赴
北
京
」

と
あ
る
よ
う
に
、
都
へ
使
節
の
到
着
を
知
ら
せ
る
際
も
、
察
院
と
三
司
が
そ
れ

ぞ
れ
使
い
を
出
し
て
い
る
。

（
53
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
五
百
三
十
五
嘉
靖
四
十
三
年
六
月
戊
寅
「
添
設
広
東
海

防
僉
事
一
員
。
広
東
旧
設
海
道
副
使
駐
劄
省
城
兼
理
市
舶
。
会
倭
乱
海
道
遂
専

備
恵
潮
、
以
市
舶
委
之
府
県
。」

（
54
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
四
百
八
十
嘉
靖
三
十
九
年
正
月
丙
子

「
浙
直
視
師
右
通
政
唐
順
之
既
陞
任
淮
楊
巡
撫
、
乃
條
上
海
防
善
後
事
宜
…
浙

福
廣
三
省
原
設
三
市
舶
司
所
以
收
其
利
権
而
摻
之
於
上
、
使
奸
民
不
得
乗
其
便
。

今
數
者
俱
已
廢
壞
、
宜
令
諸
路
酌
時
修
、 

舉
一
別
人
才
文
官
、
舉
海
道
副
使
譚

論
等
。」

（
55
）　
『
万
暦
大
明
会
典
』
巻
十
五
州
県

「
浙
江
等
処
承
宣
布
政
使
司　

旧
有
市
舶
提
挙
司
一
、
隆
慶
元
年
革
」

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司　

旧
有
市
舶
提
挙
司
、
万
暦
八
年
裁
革
」

（
56
）　

嘉
靖
後
期
の
倭
寇
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
重
男
「
王
直
と
徐
海
」「
中
国
嶺

南
海
域
の
海
寇
と
月
港
二
十
四
将
の
反
乱
」『
日
明
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
一
九
九
二
年
を
参
照
し
た
。

（
57
）　

楊
三
寿
「
万
暦
鉱
税
金
大
興
起
止
時
間
考
」『
雲
南
師
範
大
学
学
報
』
二
〇

〇
〇
年
九
月
第
三
二
巻
第
五
期

（
58
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一
食
貨
五
坑
冶

「
坑
冶
之
課
、
金
銀
、
銅
鉄
、
鉛
汞
、
硃
砂
、
靑
緑
、
而
金
銀
鉱
最
為
民
害
。」

（
59
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一
食
貨
五
坑
冶

「
然
福
建
尤
渓
県
銀
屏
山
銀
場
局
爐
冶
四
十
二
座
、
始
於
洪
武
十
九
年
。
浙
江

温
処
、
麗
水
、
平
陽
等
七
県
、
亦
有
場
局
。
歳
課
皆
二
千
余
両
。」

（
60
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一
食
貨
志
巻
五
坑
冶
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「
永
楽
間
、
開
陝
西
商
県
鳳
皇
山
銀
坑
八
所
。
遣
官
湖
広
、
貴
州
採
弁
金
銀
課
、

復
遣
中
官
御
史
往
覈
之
。
又
開
福
建
浦
城
県
馬
鞍
等
坑
三
所
、
設
貴
州
太
平
渓
、

交
阯
宣
光
鎮
金
場
局
、
葛
容
渓
銀
条
局
、
雲
南
大
理
銀
冶
。
其
不
産
金
銀
者
、

亦
屢
有
革
罷
。」

（
61
）　
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
三
十
五　

万
暦
中
鉱
税
之
害

「
帝
即
命
中
官
与
其
人
偕
往
。
蓋
二
十
四
年
始
。
其
後
又
於
通
都
大
邑
増
設
税

監
、
故
鉱
、
税
両
監
遍
天
下
。」

（
62
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一　

食
貨
五　

商
税

「
…
始
開
鉱
増
税
、
而
天
津
店
租
、
広
州
珠
榷
、
両
淮
余
塩
、
京
口
供
用
、
浙

江
市
舶
、
成
都
塩
茶
、
重
慶
名
木
、
湖
口
、
長
江
船
税
、
荊
州
店
税
、
宝
坻
魚

葦
及
門
攤
商
税
、
油
布
雑
税
、
中
官
遍
天
下
、
非
領
税
即
領
鉱
、
駆
脅
官
吏
、

努
脧
削
焉
。

榷
稅
之
使
、
自
二
十
六
年
千
戶
趙
承
勛
奏
請
始
。
其
後
高
寀
於
京
口
、
暨
祿
於

儀
真
、
劉
成
於
浙
、
李
鳳
於
広
州
、
陳
奉
於
荊
州
…
或
徵
市
舶
、
或
徵
店
稅
、

或
專
領
稅
務
、
或
兼
領
開
採
。」

（
63
）　
『
明
史
』
巻
八
十
一
食
貨
志
巻
五
坑
冶

「
万
暦
二
十
四
年
、
張
位
秉
政
、
前
衛
千
戸
仲
春
請
開
鉱
、
位
不
能
止
。
開
採

之
端
啓
、
廃
弁
白
望
献
鉱
峒
者
日
至
、
於
是
無
地
不
開
。
中
使
四
出
昌
平
則
王

忠
、（
略
）
福
建
則
高
寀
…
。」

（
64
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
三
十
万
暦
二
十
七
年
正
月
丁
酉　

「
遣
内
官
高
寀
徴
税
於
京
口
閘
、
曁
禄
徴
税
於
儀
真
。」

同
書
、
巻
三
百
三
十
一
万
暦
二
十
七
年
二
月
戊
辰

「
設
市
舶
于
福
建
遣
内
監
高
寀
帯
管
鉱
務
。」

（
65
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
三
十
一
万
暦
二
十
七
年
二
月
壬
子

「
以
百
戸
張
宗
仁
奏
復
置
浙
江
市
舶
、
遣
内
官
劉
成
徴
収
税
課
。
戊
午
以
千
戸

陳
保
奏
、
遣
内
官
李
鳳
開
採
雷
州
等
処
珠
池
兼
市
舶
司
税
課
。」

（
66
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
三
十
一
万
暦
二
十
七
年
二
月
戊
辰

「
設
市
舶
于
福
建
、
遣
内
監
高
寀
管
鉱
務
。」

（
67
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
三
十
一
万
暦
二
十
七
年
二
月
壬
子

「
以
百
戸
張
宗
仁
復
置
浙
江
市
舶
、
遣
内
臣
劉
成
徴
収
税
課
。」

（
68
）　

檀
上
寛
『
明
代
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』
第
一
章 

明
初
の
海

禁
と
朝
貢
│
明
朝
専
制
支
配
の
理
解
に
寄
せ
て
│
京
都
大
学
学
術
出
版
二
〇
一

三
年

（
69
）　

鄭
樑
生
『
明
・
日
関
係
史
の
研
究
』
雄
山
閣
出
版
一
九
八
五
年
、
第
五
章
明

と
秀
吉
と
の
関
係　

第
二
節
秀
吉
の
対
外
遣
使

（
70
）　

小
葉
田
淳
「
明
代
漳
泉
人
の
海
外
通
商
発
展
」『
東
亜
論
叢
』
第
四
輯　

東

京
文
求
堂
印
行　

一
九
四
一
年

（
71
）　

福
建
の
交
易
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
重
男
『
日
明
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館　

一
九
九
四
年
、
終
論
、
明
・
清
時
代
の
東
ア
ジ
ア
の
対
外
関
係
を
参
照
。

（
72
）　
『
神
宗
實
録
』
万
暦
二
七
年
二
月
壬
子

「
以
百
戸
張
宗
仁
奏
、
復
置
浙
江
市
舶
、
遣
内
監
劉
成
、
徴
収
税
課
。」

（
73
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
六
十
五
万
暦
二
十
九
年
十
一
月
壬
戌

「
是
月
更
蘇
常
四
府
税
監
孫
隆
以
劉
成
代
之
。」

（
74
）　
『
明
史
』
巻
八
十
二
食
貨
六
織
造

「
明
制
、
両
京
織
染
、
内
外
皆
置
局
。
内
局
以
応
上
供
、
外
局
以
備
公
用
。
南

京
有
神
帛
堂
、
供
応
機
房
、
蘇
、
杭
等
府
亦
各
有
織
局
、
歳
造
有
定
数
。
…
天

順
四
年
遣
中
官
往
蘇
、
松
、
杭
、
嘉
、
湖
五
府
、
於
常
額
外
、
増
造
綵
緞
七
千

匹
。」

（
75
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
四
百
四
十
五
万
暦
三
十
六
年
四
月
丙
子

「
工
科
給
事
中
孫
善
継
言
、
太
監
劉
成
提
督
織
造
則
織
造
其
専
責
也
。
至
于
浙

直
塩
課
、
自
有
巡
塩
御
史
督
理
成
、
何
人
斯
乃
敢
越
俎
？
」

（
76
）　

永
楽
・
宣
德
以
降
の
朝
貢
貿
易
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
檀
上
寛
「
明
代
「
海

禁
」
の
実
像
│
海
禁
＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
の
創
設
と
そ
の
展
開
│
」『
明
代
海
禁

＝
朝
貢
シ
ス
テ
ム
と
華
夷
秩
序
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
二
〇
一
三
年
を
参
照
。

（
77
）　

広
東
に
お
け
る
抽
分
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
岩
井
氏
の
以
下
の
論
文
に
詳
し

く
検
討
さ
れ
て
い
る
。
岩
井
茂
樹
「
十
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
交
易
秩
序
の
模

索
│
互
市
の
現
状
と
そ
の
認
識
│
」『
中
国
近
世
社
会
の
秩
序
形
成
』
二
〇
〇

四
年
京
都
大
学
人
文
研
究
所

（
78
）　
『
明
神
宗
実
録
』
巻
三
百
四
十
万
暦
二
十
七
年
十
月
庚
寅

「
命
浙
江
税
監
劉
成
、
福
建
税
監
高
寀
会
同
撫
按
査
理
塩
場
積
銀
、
其
徐
州
沿

江
船
料
等
項
。」

（
79
）　
『
東
西
洋
考
』
巻
八
税
璫
考
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「
自
後
毎
歳
輒
至
、
既
建
委
官
署
於
港
口
、
亦
更
設
於
圭
嶼
；
既
開
税
府
於
邑

中
、
又
更
建
於
三
郡
。
要
以
闌
出
入
、
広
捜
捕
。」

（
80
）　
『
東
西
洋
考
』
巻
七
餉
税
考

「
原
給
引
時
、
商
船
量
報
樑
頭
登
引
、
而
本
海
道
発
印
信
官
単
一
本
発
与
商
人
。

以
備
登
報
各
艙
貨
物
、
逓
送
掣
験
。
如
所
報
有
差
錯
、
船
没
官
；
物
貨
斤
数
不

同
、
貨
没
官
。
此
厲
禁
也
。
重
以
道
印
册
互
厳
崇
也
。
誰
敢
犯
之
。（
略
）
邇

因
内
監
套
官
単
付
餉
館
書
吏
、
命
各
商
先
替
草
単
、
吏
書
従
中
任
其
加
増
、
商

欲
不
減
報
貨
物
不
可
得
者
、
是
穢
叢
也
。」

（
81
）　

高
寀
が
原
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
民
変
に
つ
い
て
は
、
奈
良
修
一

「
明
末
福
建
省
の
高
寀
に
対
す
る
民
変
に
つ
い
て
」『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記

念
』
汲
古
書
院
一
九
九
〇
年
に
詳
し
い
。

（
82
）　
『
万
暦
広
東
通
志
』
巻
六
十
九
、
番
夷
、
丈
量

「
自
万
暦
二
十
七
年
後
皆
内
監
李
榷
使
専
之
。
雖
丈
佑
不
得
主
哉
矣
。」

（
83
）　
『
明
留
台
奏
議
』
巻
十
四
参
粤
璫
勾
夷
疏　

朱
吾
弼

「
李
鳳
公
署
扁
字
、
擅
改
聖
旨
之
賜
、
朱
其
戸
壁
、
僭
疑
王
者
之
居
、
而
堂
題

華
夷
貢
賦
、
移
然
若
九
重
尊
厳
矣
。」

（
84
）　
『
万
暦
広
東
通
志
』

「
近
年
撥
解
税
監
銀
数
附
載
、
二
十
七
年
閏
四
月
撥
市
舶
等
税
銀
四
万
零
八
両

内
、
市
舶
司
税
銀
二
万
六
千
両
。」

（
85
）　

こ
れ
ら
李
鳳
の
行
動
に
関
し
て
は
、
湯
開
建
「
明
朱
吾
弼
「
参
粤
璫
勾
疏
」

中
的
澳
門
史
料
」（
後
に
『
明
代
澳
門
史
論
稿　

下
巻
』
第
十
六
章
万
暦
中
期

広
東
税
監
李
鳳
与
澳
門
関
係
│
以
朱
吾
弼
『
参
粤
璫
勾
疏
』
為
忠
黒
龍
江
教
育

出
版
社
二
〇
一
二
に
再
録
。）
に
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
割
愛

す
る
。

（
86
）　

楊
三
寿
「
万
暦
鉱
税
大
興
起
止
時
間
考
」『
雲
南
師
範
大
学
学
報
』
第
三
十

二
巻
第
五
期
二
〇
〇
〇
年

（
87
）　
『
策
彦
和
尚
初
渡
集　

中
』
嘉
靖
十
八
年
九
月
二
十
九
日

「
前
度
進
貢
了
庵
和
上
正
使
之
時
。
大
監
迎
候
相
伴
。
今
以
大
監
不
来
。
三

府
・
提
挙
司
代
而
迎
伴
。
是
以
呈
短
疏
於
三
司
・
御
史
詰
非
旧
規
。
謹
呈　

為

日
衆
設
筵
宴
之
辰
。
大
監
・
三
司
諸
大
老
大
人
列
于
其
座
而
光
伴
。
是
照
依
旧

例
者
也
。
今
次
筵
宴
殆
欠
此
規
則
。
弊
邦
雖
褊
小
。
生
等
悠
持
使
節
来
。
豈
忍

辱
吾
王
乎
。
不
如
随
例
如
法
施
行
。」


